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ムダなシステム投資を削り、

最適なインフラを選ぶ
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ここ最近は回線のサービスに新しい名前

を聞くようになった。広域イーサネットや

IP-VPNといったものがそれだが、はた

してこれらのサービスは中小企業にとっ

てどのように役立つものなのだろうか。

以外にまだ活用されていないこの2つの

ネットワークサービスについて焦点をあ

てて、コスト削減につながるような選び

方を提案したい

［ 特集1 ］

Q中小企業向けQ

インターネットの
値
段text :石川和也（p.84-87, p.92-105）＋石田秋也（p.88-91）

illust :コーチはじめ
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準 備 編

いかにアウトソース先を選定して活用するかが鍵！

いまどきの企業インフラの
考え方教えます まずは企業インフラの基本的なところに立ち返って新しい技術の

導入を考えてみたい。重要なことはインフラが何に使われるものな

のかと手間をいかにかけないかだ。それがネットワークのアウトソー

スという手段に向かっていく。

企業インフラの考え方には
2通りがある。
ITバブルが崩壊して久しいが、インフラ

を取り巻く環境は現在も変化し続けてい

る。

たとえば、すでに700万世帯以上が加

入しているADSLは、月額数千円でほぼ全

国どこからでもブロードバンドでインター

ネットに接続できるようになった。さらに現

在では月額１万円も出せば、100Mbpsの

FTTHまでも手に入るようになった。この

ように個人やSOHOでは広帯域で安価な

回線を利用している。

一方、複数のオフィスを持つ企業がこ

ういった回線をオフィスの拠点間を接続す

るのに利用できるのだろうか？ また、最

近では広域イーサネットやIP-VPN、イン

ターネットVPNといった新しい形態のネッ

トワークサービスが企業向けに開始され

ているが、そこにはどんな技術が使われて、

どんなメリットがあるのだろうか――。

企業のインフラには大きく2つの考え方

あると思われる。まず1つは、ネットワーク

によって直接顧客から金銭を得るような、

利益を生むビジネスとしてのインフラであ

る。この場合、インフラコストはおもに直

接費として計上される。そしてもう１つが、

日常の業務の中で使われるネットワークイ

ンフラで、おもに間接費として計上される

ようなものである。これには、社内のLAN

や企業の拠点間を結ぶWANを中心とし

たネットワークなどがある。

このように同じインフラであっても使い

方によってコストの算出方法に大きな違

いが出てくる。今回の記事は後者に含ま

れる企業の「広域ネットワーク」としてのイ

ンフラに焦点を絞り、実際にネットワーク

を導入する際に注意すべき点と実際にか

かる費用の考え方について見ていくこと

にする。

広域イーサネットやIP-VPNは
アウトソースの事業者？
企業インフラの構築を考えるときに最

初に検討すべき項目は、「何の目的のため

にシステムが使われるのか」である。目的

を整理して明確にしていくことで、どのネ

ットワークサービスやサーバー機材を使え

ばいいかが導き出される。そして忘れては

ならないことは、イントラネットの利用が浸

透して企業の生命線となればなるほど、そ

れを停止させることが事業の遂行に際し

て大きな障害となってしまうことである。

このため、構築だけではなく、維持管理は

企業インフラの肝と言える。

しかし、構築面の重要度の認識に対し

て、維持管理の面は重要と感じていない

ケースが見受けられる。もちろん維持管理

のコストを抑えたいという経営側の要求も

理解できる。だが、システム担当の現場で

は、コストを抑えるために個人の努力（徹
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夜など）による体育会系的な運用が行わ

れており、問題が発生してしまってから対

応する後追い的なケースも多い。社内の

ネットワークが企業の生命線ならば、何ら

かの対応が必要となる。

実はこれに対する解答は企業インフラ

において「アウトソーシングをどのように活

用するか」につながる。そして、IP-VPN／

広域イーサネットの利用がまさにこの解答

そのものなのである。というも、これらの

サービスを提供する回線事業各社は、通

信サービス事業というアウトソーシングの

一種を実現しているからだ。

限られた資源を活用するために
ネットワークもアウトソース
現在、ビジネスは非常に不透明な状態

に入っている。急激に収益が下向きにな

り、不要なインフラが出てくることもあれ

ば、戦略上、急速にインフラの増強が必

要になることもある。このとき、設備を所

有して自社内でネットワークにかかわる業

務を抱えていると、変化に即座に対応で

きなくなる。

目標を達成するためにゴールを明確に

し、複数ある手段から適切な手段を選び

出すことは必ず自社で行うべきであるが、

その手段自体は必要に応じてアウトソー

スすればいい。

新しい技術の登場により、アウトソース

すべきインフラも複雑さを増しているが、

選択肢が広がることは利用する側として歓

迎すべきことで、知恵と経験を持って適切

な企業インフラを実現できるようなる。

それでは企業インフラ責任者はどのよ

うに最新のサービスを理解し、自社のイン

フラとして活用できるのかを見ていこう。

アプリケーション 

ホスト 

回　線 

端　末 

サーバー 

IP　LAN　回線 

P　C

サーバー 

I P / L AN

P　C

アプリケーション アプリケーション 

図1 企業インフラの移り変わり

インターネット技術によってかつ
てのホストがサーバーになり、端
末がPCへと変化した。利用す
るアプリケーションもウェブやメ
ールが中心になり、イーサネット
のLANが一般化した。WANで
は回線を意識して、IPネットワー
クを設計していた。

これからはイーサネットの技術は
LANだけでなくWANもイーサネ
ットの技術などが導入され、社
内LANと拠点間でシームレスな
ネットワークが構築されるように
なる。

コマースサーバー管理に 
ついての担当者の有無 

社外向けウェブサーバー管理に 
ついての担当者の有無 

社内向けウェブサーバー管理に 
ついての担当者の有無 

メールサーバー管理に 
ついての担当者の有無 

主たる担当者がいる 主たる担当者はいない わからない 

無回答 

86.5 10.2
3.3

84.7 8.4 6.9

75.5 6.8 17.6
0.1

90.5 7.8 1.6

図2 サーバー管理者が担当者として企業内に置かれているか

75～90パーセントの企業が企業内にメールサーバーやウェブサーバーの主たる担当者を置き、60～70パーセント
の企業が社内でそれらを管理していることがわかる。小さな組織では主たる担当者がほとんどすべてを受け持ってお
り、ネットワークの高速化やシステムが複雑化するとともに、この管理者の負荷も増大しているであろうことは容易に
想像がつく。

データはすべて「インターネット白書2002」（インプレス刊）より
©Access Media/Impress, 2002
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広域ネットワーク基礎編

特性と技術を知ることでアウトソースできることがわかる！

広域ネットワークのサービスと
技術を理解する ここでは実際に今回とりあげるIP-VPNや広域イーサネットの

技術について解説する。サービスを単に利用するにしても、バ

ックグラウンドの技術を理解しておけばどこまでアウトソース

できるかがわかる。

トポロジーの設計も
高価な機器も必要ないサービス
実際にADSL／FTTHといったブロード

バンド回線やIP-VPN／広域イーサネット

といったネットワークが、どのように利用で

きるのかについて見ていこう。これらのサ

ービスはすでに提供されてから2年以上経

過しているものもあり、ネットワーク的には

安定していると言われている。次項ではこ

れらの導入検討にあたっておもにIP-VPN

や広域イーサネットの技術特性を説明して

いくが、ここでは前提知識として両者に共

通する話題を解説したい。

まず、いままでの拠点間の接続では、通

信事業者からデジタルアクセス回線など

の専用線を借りて、終端装置の設置から

IPルーターなどの機器の設定までを行う

必要があった。このとき、どの拠点とどの

拠点を結ぶか、どのような種類の回線を使

ってどれぐらいの帯域を必要とするかとい

ったネットワークのトポロジーについて考

えなければならなかった。また、コスト面

で考えると、専用線の場合は距離に依存

しているために、いたずらに拠点間を結ぶ

ことは無駄な出費につながった。

一方で、IP-VPNや広域イーサネットは、

サービス事業者が提供している網に各拠

点をつなぐだけで、すべての拠点間で通

信できるようになる。網は多くの場合、日

本の大都市圏を結んでいるので、東京と

大阪を直接に自前の回線で結ぶといった

こともなく、ネットワーク管理者が各拠点

間を結ぶためのトポロジーを設計する必

要はまったくない。また、各拠点と網との

接続には、ADSLやBフレッツといった簡

易なアクセスラインからデジタルアクセス

回線やATMのような専用線までが使える

が、それぞれの回線種に対応した機器（一

部は非常に高価）はサービス側で用意さ

れて、実際にユーザーの手元に来るのは

IPルーターやイーサネットのスイッチにな

る。このため直接社内のLANにつなぐだ

けで、拠点間を結べるようになる。IP-

VPNであれば面倒なバックボーンの維持

も必要ない。

システム管理者の仕事は
「管理」から「活用」へとシフト
これ以外にも、実際の拠点間を結ぶネ

ットワークの設計まで面倒みてくれるので、

広域イーサネットやIP-VPNは「アウトソー

シングのためのネットワークサービス」だ

と言える。これらのネットワークサービス

の利用目的は、WAN（拠点間のネットワー

ク）も含めた企業内ネットワーク全体を同

じ技術で接続することにあり、それが最終

的にはネットワークの維持管理の低減に

つながる。

これまでは拠点が増えてネットワークの

トラフィックが増加するに従って、より高速
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の回線に置き換えるしか方法はなかった。

フレームリレー網もATM網も距離に依存

しない点やより高速なネットワークへの対

応という点ではメリットをもたらしたが、イ

ンフラ全体をトータルで考えると所詮は

“回線”レベルでの部分を最適化するに過

ぎなかった。

これに対し、広域イーサネットやIP-

VPNは、単に拠点間の通信コストを下げ

て、より高速なネットワークを提供しただ

けでなく、ネットワーク全体をアウトソーシ

ングすることによって包括的な最適化を

可能にした。WANもLANと同様に構築

でき、さらにそれ自体をサービスとして購入

できるので、ネットワークトポロジーの設

計を簡素化するとともに、複雑な経路制

御のような高度な技術を必要とする運用

を自社で抱え込む必要がない。これによ

ってシステム責任者はネットワークを維持

管理することからネットワークをいかに事

業に活用するかに注力できるようになる。

広域イーサネットとIP-VPNを
単純には比較できない
広域イーサネットとIP-VPNの違いは、

技術的にはいろいろとあるが、ネットワー

クをアウトソースするという観点で見ると、

広域イーサネットはレイヤー2接続の形態

であるため、ネットワークにどのような付加

価値を付けていくかは利用者（あるいはシ

ステムインテグレーター）に任されている

いわば「素材」であるのに対し、IP-VPNは

接続性だけでなく、ホスティングやセキュ

リティーといった「ワンストップサービス」

として利用できる。どちらが優れているか

という単純な比較は困難である。

単純に回線費用だけを比較をすると、

必ずしもIP-VPNや広域イーサネットは、

専用線やATM／フレームリレー網に比べ

て帯域あたりの単価は安くはない。場合

によっては、専用線よりも費用が高いこと

もある。両者を比較するには、回線だけ

でなく、ネットワークの維持管理に対する

費用も併せて検討しなければならない。

従来のネットワーク IP-VPNや広域イーサネット 

専用線やATM／フレームリレー 

IP-VPN 
or 

広域イーサネット 

図3 広域ネットワークサービスを導入するとムダがなくなる

企
業
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従来のネットワークはここまで 
管理者は考える必要があった。 

広域イーサネットを利用する 
IPの通信などについて 
管理者は考慮すればよくなる。 

IP-VPNを使えば 
ネットワークの多くを 
アウトソーシングできる。 

図4 企業インフラのレイヤーとそこにかかる仕事

従来のネットワークでは、専用線やATM、フレームリレーなどの回線種別を選んでさらに拠点間のトポロジーまでも
考える必要があった。料金は距離に依存する点も設計を難しくしていた。IP-VPNや広域イーサネットなどのネット
ワークサービスでは、図のようにサービスの網まで拠点をつなげば、各拠点間がつながるようになる。この場合、複
雑な経路の設定や障害対策など面倒な運用をサービス事業者にまかせられる。
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図5 アクセスラインは既存のラインを使うIP-VPNサービス

IPを使って複数拠点を結ぶ
ネットワークサービス
IP-VPNとは、特定の拠点間のみをIP

（インターネットプロトコル）で接続するサ

ービスである。つまり、インターネットと同

じプロトコルで、拠点間の通信を確立す

る。

ネットワークへの接続というと、いわゆ

るインターネットサービスプロバイダー

（ISP）での接続が頭をよぎる。IP以外に

ネットワークに接続する手段があるのかと

思う人もいると思うが、広域イーサネット

のサービスと対比してみてほしい。

サービスを使う側から見ると、IP-VPN

への接続もISPへの接続もあまり変わら

ない。IP-VPNのプロバイダーは、インタ

ーネットにつながらないプロバイダーのよ

うな感じであろうか。インターネットの代わ

りに、契約を同じくする拠点への通信の

みが可能になる。

IP-VPNプロバイダーのネットワーク内

では、さまざまな技術を使って契約が異な

る通信（アクセスライン）のパケットを分離

している。この分離のおかげで通信のセ

キュリティーが確保されている（図5）。

アクセスラインは選べる
バックボーンはMPLSを使う
IP-VPNには、いくつもの実現方式があ

るが、現在主流なのはMPLS（Mult i -

Protocol Label Switching）という手法を

使った方式である（図6）。MPLS方式で

は、ユーザーから送信されたIPパケットは

CE（Customer Edge Router）を通って

PE（Provider Edge Router）に到達し、

ここで｢ラベル」が付加され、MPLSネット

ワーク内に入る。ネットワーク内に適宜配

置されたP（Provider Router）が、付加さ

れたラベルに基づくパケット転送を繰り

返し、目的のPEまでパケットを送り届け

る。パケットがPEから出るときにラベル

が外され、受信側のCEを通って受信者に

届くという仕組みになっている。パケット

のルーティングはすべて「ラベル」によっ

て決まるので、企業Aと企業Bのラベル

が区別されていればパケットが混じること

はありえない。

IP-VPNサービスの長所は、スタートラ

インが安価であることだろうか。図6のPE

には普通のIPパケットを送り届ければい

いので、ISPがよく使うアクセス回線、た

とえば128kbpsのデジタルアクセス回線

やADSLなどを使うと普通のISDNルータ

ーやブロードバンドルーターでIP-VPNの

接続ができる。反面、そのような一般的ア

クセスラインでは要求が満たせず、ATM

などのより高速なアクセス回線を使うと、

企業ネットワークをすべてIP化するのにおすすめ

IP-VPNサービスはIP-VPN網の利用とアクセスラインの提供が1つになったサービスだ。
実際のアクセスラインは既存業者のものを使うが、ユーザーにはIPルーターが手元にくることになる。

[ Technology

IP-VPNはこんなサービス

企業ネットワークがすべてIP（インターネットプロトコル）で作られているのならば、

拠点間を結ぶネットワークも最初からIPで提供されているほうが使いやすい。

それがIP-VPNというサービスだ。

■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■

■

■
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ルーターが思いのほか高価になる。高速

な広域データ通信を実現したい場合には、

広域イーサネットも検討したほうがいいだ

ろう。

IPsecルーターを使えば
インターネットVPNを作れる
特別なプロバイダーと契約しなくても、

IP-VPNと同じような接続方法はインター

ネット経由でもできる。IPsecという技術

がそれで、ブロードバンドルーターによく実

装されている。具体的にはインターネット

上の2点間を暗号化して接続し、その中を

カプセル化したIPパケットを流すものだ。

ブロードバンドルーターを2つ買えば、若

干の設定をするだけですぐに使えるように

なる。今回はインターネットを経由する

IPsecによる拠点間接続を「インターネッ

トVPN」と呼ぶことにする。インターネッ

トVPNは、ルーターを自分で購入して構

築する以外にも、ISPがアクセス回線の

付加サービスとして機器を貸し出してくれ

るサービスもある。

インターネットVPNの場合は、ルーター

の性能によって通信速度が大きく左右さ

れる。パケットを暗号化してエンコード／

デコードするのは複雑な処理なので、ル

ーターの作られ方で性能が大きく異なる

ためだ。たとえば、インターフェイスとして

100Mbpsのイーサネットのポートを持って

いても、実際にインターネットVPNで通信

する場合には、その半分以下ということも

ある。

自分で作る
インターネットVPNの限界
インターネットVPNはインターネット上

の2点間にポイント・ツー・ポイントで仮想

的に接続し、その中にカプセル化したIP

パケットを通すものである。ということは、

たとえば2拠点以上でVPNを張りたいと

思ったとき、すべての拠点間でVPNを張

るように設定するわけだが、拠点数が増え

れば増えるほど設定に手間がかかって面

倒になる（図7）。

IP-VPNプロバイダーのMLPSネットワ

ークは、そもそもポイント・ツー・ポイント

ではないので、拠点がいくつあっても気に

する必要がない。このあたりが専用のプ

ロバイダーを使うこととの大きな差別点に

なる。

CE: Customer Edge Router 
PE: Provider Edge Router 
P: Provider Router

企業A・福岡 企業A・大阪 企業B・大阪 企業B・東京 企業A・東京 

CE CE CE CE CE

P P

P P P

PE PE PE

IP-VPN網 

図6 MPLSを使ったIP-VPNのしくみ

MPLSという技術を使うと、パケットにラベルが付加される。
このラベルによって同じ網内であっても契約の異なる企業
のパケットが混じって伝送されることはない。

IPsecルーター IPsecルーター IPsecルーター 

IPsecルーター IPsecルーター 

拠点A 拠点C

拠点B 拠点E 拠点D

図7 インターネットVPNは拠点間で互いにコネクションが必要

IPsecを使ったインターネッ
トVPNでは、拠点が増えれ
ば増えるほどすべてのIPsec
ルーターに設定を追加しな
ければならず、手間がかかる。
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全国規模の拠点を
自由度の高いネットワークで結ぶのにおすすめ

[ Technology

広域イーサネットはこんなサービス

社内LANはイーサネットで構築されているのがほとんどだが、

拠点間もイーサネットで結んでしまえるというのが、このサービスの特徴だ。

イーサネットなので異なる拠点が同一のLAN上に存在するということも可能になる。
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日本全国をまたぐ
巨大なスイッチングハブ
広域イーサネットを一言でいうと、巨大

なスイッチングハブを提供するサービスで

ある。日本地図の上にスイッチングハブを

置いた様子を思い浮かべたとき、ネットワ

ークコネクターの端と端が東京と大阪に

あるような形を想像することができる。実

世界でそういう巨大なスイッチングハブの

機能を提供するのが「広域イーサネット」

というサービスである。

広域イーサネットでは、必ずしもIPで

通信する必要がない。いわゆるイーサネ

ットスイッチには、App l eTa l k とか

NetWareとかのIP以外の通信プロトコル

を持つ機器をつないでも、正しく通信で

きる。もちろんIPで通信する機器をつな

いでもちゃんと使える。広域イーサネッ

トでも同様である。

1つの物理ネットワークで
複数の論理ネットワーク
広域イーサネットにもいくつかの実現方

式があるが、おおむね「VLAN」と呼ばれ

る技術を使っている。

VLANは、1つの物理的なネットワーク

の中で、複数の論理的なネットワークを構

成する技術である。ちょっと高めのイーサ

ネットスイッチのカタログを見ると「VLAN

対応」などと書いてあるのを見つけられる

と思うが、それである。

VLANには、イーサネットスイッチのポー

トでVLANを区別するポートVLANと、通

常のイーサネットフレームにVLANタグを

付加することによって区別するタグVLAN

の2つの方式がある。この2つは組み合

わせて使われる。たとえばある企業で、図

8のようにビルの3階と4階にA部とB部

が分かれて入居していて、3階と4階をつ

なぐネットワークケーブルが1本しかないと

しよう。この場合に、各階に置くスイッチ

にVLANを2つ設定し、その階のPC（ある

いはハブ）がつながるポートはポートVLAN

に、階をまたぐケーブルがつながるポート

はタグVLANに設定すると、A部とB部の

ネットワークは、部分的に同じケーブルを

共有していても、まったく独立したネットワ

ークとして扱われる。ポートVLANに接続

するA部とB部のユーザーは、VLANであ

ることをまったく意識する必要はない（意

識できない）。

広域イーサネットのプロバイダーは、図8

にあるような階をまたぐケーブルとイーサネ

ットスイッチで実現することを、全国レベル

（広域）でサービスしているわけだ（図9）。

VLAN対応 
スイッチ 

VLAN対応 
スイッチ 

3F

4F

A部 

B部 

A部 

B部 

ポートVLAN設定 
タグVLAN設定 

A

B

図8 1つの物理線で複数の論理ネットワークを作るVLAN

VLAN対応のスイッチを使えば、同じ物理線を使っていて
も論理的なネットワークを複数持つことができる。
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インターネットの値段
［特集1］中小企業向け

広域ネットワーク
基礎編

レイヤー2なので自由度の高い
拠点ネットワークが作れる
広域イーサネットの説明を簡単にした

が、IP-VPNと広域イーサネットの本質的

な違いは何だろうか。

ネットワーク通信の階層性を表すのに

OSIの7層モデルというものがよく使われ

る（図10）。これは「通信」の機能を、もっ

とも下の物理層から始まってデータリンク

層、ネットワーク層、トランスポート層と

順々、一番上のアプリケーション層まで7

つに分解したものだ。下の方ほど即物的

に、上の方ほど論理的になっている。

イーサネットを使った普通のネットワー

クでは、IPアドレスやMACアドレス（イー

サネットの機器が持つイーサネットで通信

するためのアドレス）という言葉を耳にし

たことがあると思う。

OSIの7層モデルに当てはめると、IPア

ドレスがネットワーク層（下から数えて3番

目のレイヤー）を司るアドレス、MACアド

レスがデータリンク層（同じく2番目のレイ

ヤー）を司るアドレスということになる（ち

なみに、TCPの接続などは4番目のレイヤ

ーに相当する）。

つまり、IP-VPNはレイヤー3のサービ

ス、広域イーサネットはレイヤー2のサー

ビスということになる。

IP-VPNより将来性がある？
広域イーサネットの特徴とは
広域イーサネットの長所として挙げられ

るのは以下の点だろう。

・速い

より即物的なプロトコルで情報の交換

をするので、ハードウェアで高速に処理で

きる。伝送遅延が少なく、遅延のばらつき

も少ない。この特性はVoIPなどで電話の

音声をデータネットワークに載せる際に有

利になる。

・自由

ユーザー側ネットワークの設計自由度が

高い。マルチキャストなどが扱える。レイ

ヤー3の新しいプロトコル（たとえばIPv6

など）を使おうと思ったとき、広域イーサネ

ットに接続する機器を入れ替えるだけで

即使える。

・高性能な機材でも安価

サービスはイーサネットのインターフェ

イスで供給されるので、イーサネットベー

スのスイッチやルーターを買えばいい。高

性能なものでも、驚くほど高いということ

はない。

現状ではアクセスラインに一般向けの

安い回線を使えないことがほとんどなの

で、IP-VPNに比べると最低価格が高くな

っているが、「巨大なスイッチングハブ」と

いう機能が単純で当を得ているため、IP-

VPNより広域イーサネットのほうが将来性

がありそうだ。今後データセンターやIP電

話会社が直接つながる事例が増えてくる

だろう。

オフィス 
A社 

オフィス オフィス 

オフィス 

オフィス 
B社 

オフィス 
A社 

オフィス 
B社 

ADSL 
事業者網 フレーム 

リレー 

S
S

S S S
S

S

S

広域イーサネット網 

広域イーサネットサービス 

ADSL
ADSL

Bフレッツ 
メトロイーサー ATM

FR

DA

はスイッチ 

A

メトロ 
イーサー 

B

ATM網 
地域IP網 

図9 全国にまたがったスイッチの役割を果たす

OSI7層モデル 

レイヤー7 

レイヤー6 

レイヤー5 

レイヤー4 

レイヤー3 

レイヤー2 

レイヤー1

アプリケーション 

プレゼンテーション 

セッション 

トランスポート 

ネットワーク 

データリンク 

物　　理 

TCP/UDP

I　　P

イーサネットフレーム 

ケーブル 

図10 OSIの7層モデルとイーサネット／IPの対応

広域イーサネットもIP-VPNと同じようにさまざまなアクセスラインを使う。ユーザーに
は実際には、スイッチなどが設置されることによって、イーサネットのポートが用意され
る。これによってオフィス内のLANのネットワークをそのまま拡張できる。

OSIの7層モデルはネットワークのプロトコルの構成
を説明するときによく使われる。レイヤーが上がれば
上がるほどより論理的で抽象的な概念になる。
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まずはコストを構成するものを
明らかにしていく
企業インフラを構築して維持運用してい

くための費用には、大別すると一時的に

かかる構築費や契約初期費といった一時

費用と、利用料金やインフラを維持するた

めの人件費といった毎月かかるランニング

費用の2つがある。

コストを比較検討するためには一時費

用とランニング費用という見方だけでな

く、さらに、インフラにかかっているコスト

を固定費と変動費に分けて検討すること

も有効だ。固定費はそのインフラを利用

するうえで常に必要となる費用で、変動費

はそのインフラの利用頻度や量に応じて

増減する費用である。たとえば、主要な拠

点をつなぐ基幹ネットワークはネットワーク

の中核をなすものであり、その維持管理費

用は常に必要なため固定費と捉えられる。

これに対し、拠点を増設する際にかかる

費用はその接続する拠点数によって上下

するため変動費と言える。このように固定

費と変動費を区分しておくことで、ネットワ

ークを拡張した際の費用を見積もることも

容易となる。

企業インフラを維持していくために毎月

必要となる費用の項目で、IP-VPNや広域

イーサネットなどのネットワークアウトソー

シングサービスの利用効果が期待できる

（つまり、コストを下げられる）項目は回線

費用と機器費用である。特に機器費用の

うちWAN機器は大きく変わる点だろう。

特に広域イーサネットでは、各拠点をつな

ぐにはレイヤー3スイッチ程度の機材でい

広域ネットワーク導入編

コストをぐっと下げる考え方とサービスの選び方を紹介！

広域ネットワークを作りを実践する
実際に新しいネットワークサービスを使って企業インフラを構築する際には、

コスト面でどんなことに気をつけるべきなのか。

そして実際に導入するとどんな効果があるのかを紹介しよう。

一時費用 契約初期費 ・回線を導入した際にかかる契約料や施設設置負担金および工事費

人件費 ・ネットワークの接続方法やトラフィックの流れの検討、利用する回線種の選択、設計や導入
を行うための構築費用

・ネットワークの規模が大きくなればそれだけ工数（人月）が増加する

設備費 ・ルーターやスイッチ、サーバーの購入費

・リースを利用する場合には、その支払はランニング費用として考えてもいい（資産計上は必
要）

ランニング費用 回線費 ・専用線では、距離や帯域に応じた回線費用

・広域イーサーやIP-VPNではサービス網を利用するためのサービス費用とその網へのアクセ
ス回線費用（一部のサービス事業者では、アクセス回線を含んだサービス費となっている）

人件費 ・インフラの監視・運用や万一の障害発生時の対応といった維持管理費

・社内からの各種問い合わせや教育を受け持つヘルプデスク対応費

設備費／保守費 ・ルーターやスイッチを設置する設備にかかわる費用

・ルーターやスイッチの故障/修理のための保守費

表　コストを一時費用とランニング費用に分けて考える
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図11 固定費と変動費の変化によるメリット
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図12 移行にかかるコストと累損解消点
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い。基本がイーサネットであるため、回線

タイプに合わせた変換用の終端装置は必

要なく、オフィス内で利用している

100base-Tのケーブルをそのままで接続

できる。IP-VPNでも拠点間接続の基幹と

なる高価なルーターを所有する必要はな

い。

このように機材費がかからないことは、

拠点数が多くなればなるほどコストに対す

るメリットも大きくなる。したがって、費用

を検討する際には、現在の単月コストを比

較するだけでなく、半年から1年後の拡張

や増設計画も考慮して、中期的な累計コ

ストで比較をしていくといい。

移行コストも重要な要素
リスク管理を十分に
また忘れてはならない費用として移行に

かかる費用がある。これは広域イーサネ

ットやIP-VPNを導入する場合だけではな

いのだが、移行費用（期間）を少なく見積

もってしまう傾向が見受けられる。「つなが

る」ことはもちろん最低限実現されていな

ければならないが、つながった先に本来の

移行作業がある。たとえば、セキュリティ

ーの確保である。外部からのアクセスを

正しく制御していなければ、ネットワークの

接続先が増えることがそのまま被害の拡

大にもつながる。そのためにも、事前の検

証を十分に行う必要がある。

移行に当たっては機器の入れ替えで不

要になったそれまでの装置の残資産（リー

ス残）も考慮に入れる必要がある。そうで

なければ、非稼動資産をいたずらに増や

すだけである。使わないからと言って費用

が発生していないわけではない。また、一

時的には既存のネットワークも並行して利

用しながら移行を進めていくことになるた

め、その期間は二重コストとなる。それは

単に回線費用だけではなく、維持管理に

かかる人件費も必要となる。特に移行初

期では、障害の発生確率が高いため、そ

れに対応する知識も十分に溜られていな

い。このため利用者からの問い合わせな

どに対応するヘルプデスクにかかる手間

も無視できない。

品質とコストはトレードオフ
現実的な路線を考えよう
比較の上でコストと並んで重要なポイ

ント は 品 質（ SLA： Service Level

Agreement）だ。回線であれば可用性の

保証と帯域保証、遅延時間保証の有無が

ある。ネットワークアウトソーシングでは、

SLAの定義は難しいが、要望を伝えてか

ら作業を完了するまでの時間などは目安

となるだろう。

SLAはあくまでもある時点での品質を

契約で確認しているに過ぎない面もある。

このため、SLAの内容は業務の変化や利

用状況に応じて、一定期間ごとに見直し

ていく必要がある。リスクを一定量見積も

っておき、それを別手段で回避するといっ

たリスク管理も併せて行うといいだろう。

たとえば、100パーセントの可用性を要求

するのはコスト面から不要と考え、0.0001

パーセントの障害の可能性、すなわち約

53分間／年間の障害までは許容してその

リスクを回避するか、手段をコスト見合い

で検討する。

このように単に回線コストやアドレス単

価としての価格比較だけではなく、構築か

ら導入（移行）、そしてその後の維持管理

まで含めたトータルのコストとメリットを考

えたうえで利用するサービスを検討すべき

だろう。次項では具体的な導入の例を紹

介していく。

時間に対するメリット（利益の向上や生産効率の向
上）が一定のまま、インフラのコストを下げられるとす
る。このとき、固定費を下げた場合には、損益分岐点
や累損解消点までの時間が短縮されるため、初期リ
スクが減る。逆に変動費を下げると、時間を追うごと
に利幅が大きくなる。このように、初期リスクを低く見
積もるか、大きなリターンを得るのかというバランスか
ら、固定費と変動費のコストの削減方法を決める。

現在のインフラから新規のインフラに乗り換える際に、移行コストと初期費も含んでラン
ニングコストのメリットを計る。tの間は、新規インフラであってもコストメリットが得られず
二重コストとなっている。新しい技術が現れることを考えると、tは9か月以内が目安。
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拠点の位置と
トポロジーを考慮
これまでの企業内ネットワークでは、メ

ールやウェブといったインターネットサービ

スを、社内のコミュニケーションツールと

してどの拠点でも利用できるようにするこ

とが大きな目的の1つだった。その場合、

データ通信や内線（音声）を拠点間で効率

的に使う目的で構築されたネットワークと

の統合が行われてきた。各拠点間の接続

にはアナログもしくは高速デジタルの専用

回線か、ATM網やフレームリレー網の網

サービスが利用された。拠点と拠点とを

結んでネットワークを構築するので、拠点

を増やすにはどこかの拠点に回線をつな

がなければならない。通信コストは接続す

る拠点間の距離に依存するので、ネットワ

ークの接続形態の設計（トポロジー設計）

では、データ量だけではなく物理的な位置

関係を考慮する必要があった。

専用線は基本的に一対一の接続を組

み合わせるので、ある程度大きい規模の

ネットワークでは階層構造を採る。これは

地理的状況に左右される専用回線では、

コスト的にメリットがあるためだ。さらには、

ホストサーバーやインターネット接続など

の全社で利用するサービスを階層の頂点

に配置しておくことで、集中管理がしやす

いという点もある。しかし、途中の拠点で

障害が発生するとその影響は下流のすべ

てに及んでしまう。また、拠点の数や帯域

を増やすには、上流のネットワークを見直

さなければならず、その負担は大きい。ネ

ットワークを維持していくための状態監視

や障害対応、さらには拡張するための利用

統計の収集といったネットワークの運用と

管理の業務は日々の重要な任務であり労

力も大きい。そのうえで、ネットワークを追

加、変更するときにはトポロジーの再設計

や帯域検討、回線の選択といった作業が

伴う。計画から実際の敷設、移行の実施

までは長期にわたるプロジェクトなのだ。

階層構造のネットワークだけではなく、

スター型やメッシュ型のネットワークを構

築することも可能だ。スター型やメッシュ

型のトポロジーを採用することで、拠点の

障害が他拠点に及ぼす影響範囲を最小

限に抑えることもできる。また拠点を追加

する際にも物理的な階層配置を検討しな

くていいのでトポロジー全体を再検討す

る必要も減る。

ただし、スター型の場合にはトラフィッ

クが1か所に集中するために負荷分散が

難しい。またメッシュ型では負荷分散や耐

障害性にメリットがあるが、物理的に1つ

の回線を複数の拠点接続に理論的に分

割しているだけなので、接続拠点が増え

たときにどの拠点にどれだけの帯域を割

り当てるかといった設計が難しい。

回線利用料だけ
コストを考えてもだめ
一方、回線種類の選択もしくは帯域を

増速する場合には、その回線コストだけで

なく、接続する回線接続終端装置のコス

トも重要だ。それは物理的な接続方法に

互換性がなく、拠点の回線に合わせてそ

れぞれ個別の終端装置を介して接続する

場合があるからだ。この終端装置は回線

（網）種別で異なっているだけでなく、種別

は同じでも契約する帯域によっても異な

る。価格も非常に高額で100万円単位も

珍しくない。専用線を拠点間の接続で利

用している場合は、両端で同様の設備が

必要なので費用も2倍かかる。このよう

に、これまでの専用線やATM網、FR網と

いった回線網を利用した企業インフラは、

その構築と維持、拡張にコストと技術的

な労力が必要とされる。

これまでの専用線ネットワークを理解しよう
移行を考える前にトータルコストを再点検

・帯域を保証

・QoSが確立

・料金が距離区分に依存

・機器が高価

・設定や管理が複雑

Case 専用線を拡張

メリット デメリット

ホストアクセスなど非IP対応のアプリ

ケーションを利用していたり、グループ

企業間でのデータ交換をしたりするた

めに、自社の都合だけでネットワークイ

ンフラを変更できないことも多い。ま

た、ある程度規模の大きいネットワー

クがすでに敷設されている場合には、

広域イーサネットやIP-VPNへの移行

にかかるコストや現在利用している資

産（機器）の面も考慮しなければならい。

その結果、今後の利用（需要）予測を

検討しながら専用線のネットワークを

使い続けたほうが費用対効果が高いこ

ともある。

選択ポイント
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図13 従来のネットワークの参考例
【A】従来のネットワーク
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インターネットの値段
［特集1］中小企業向け

広域ネットワーク
導入編

まずは現状のネットワーク構成を確認する必要がある。ここでは、数年前に社内網を構築した企業を例にしてネットワークの洗い出しと費用を算出する。まず、本社は東京の千代田区にあ
り、都内にいくつかの営業所を構える。新宿、渋谷、品川の各営業所と本社とは、NTT東日本が提供するディジタル専用サービスのディジタルアクセス（DA）1500をそれぞれ1本ずつ敷設
している。DAは距離に依存する料金体系のため、多くの拠点がある企業はそのぶんだけコストがかかることになる。また、DAは対向にそれぞれ回線終端装置（DSU）を設置しなければなら
ず、さらにDSUと社内LANをつなぐルーターも併せて必要だ。なお、東京本社からインターネットに接続する回線も同様にDA1500を利用し、プロバイダーと直結している。次に本社と大阪
支社間では、扱うデータ量の多さからもNTTコミュニケーションズのATMメガリンクを使ってATM網を構築している（ここでは10Mbpsの回線品目を選択）。このATM網のランニングコスト
は、表のように月200万円を下らない。加えて、SOHOのような形で全国に分散する社員が社内のLANにアクセスするためのリモートオフィス環境も必要で、そこにはISDN回線を利用して
いる。

※1 専用線の人件費（一時費用）
●構築・開発
・接続拠点間の帯域、回線種別の選択
・受け拠点側のルーター／回線インターフェイスの拡張検討
・上流ネットワークの帯域、経路を含むトポロジーの検討
●移行

※2 専用線の人件費（月額費用）
●監視・運用
・回線レベルでの拠点間の接続状況、帯域監視
・IPレベルの基幹ネットワークの運用（経路制御、帯域制御）
●障害対応
・途中拠点の障害により下流拠点に障害がおよぶ
●ヘルプデスク

※3 専用線の保守費
●WAN機材
・拡張時に基幹ルーターを増設する際、既存設備の取り扱い

【A】従来のネットワーク
東京-大阪間 東京-各営業所 インターネットとの接続 リモートオフィスとの接続

ネットワークの種類 ATM 専用線 専用線 ISDN回線
サービス例 NTT-Com ATMメガリンク NTT東日本ディジタルアクセス NTT東日本ディジタルアクセス NTT東西 INSネット64

（10Mbpsシングルクラス） 1500（15km内）タイプ2 1500（15km内）タイプ2
一時費用 施設設置負担金 1,000円×2 ─ ─ 72,000円×8

契約金 ─ ─ ─ 800円×8
基本工事費 4,500円×2 4,500円×6 4,500円 4,500円×8
屋内配線工事費 8,000円×2 8,000円×6 8,000円 3,800円×8
回線終端装置等工事費 13,600円×2 8,500円×6 8,500円 ─
交換機等工事費 ─ ─ ─ ─
設備費用 ATM機器費（α） ルーター（α） ─ ダイアルアップルーター（α）
人件費※1
その他 プロバイダー加入料（α）
合計 54,200円＋α 126,000円＋α 21,000円 648,800円＋α
一時費用総合計 850,000円＋α

月額費用 基本回線使用料 1,896,000円 ─ ─ ─
アクセス回線費 65,000円×2 162,000円×3 162,000円 3,630円×8
屋内配線使用料 ─ ─ ─ 60円×8
回線終端装置使用料 33,000円×2 9,500円×3 9,500円 1,700円×8
通信料 ─ ─ ─ 実費（α）
プロバイダー費 ─ ─ 159,000円（スーパーOCN） ─
接続機器
人件費※2
設備リース費
保守費※3
その他
合計 2,092,000円 514,500円 330,500円 43,120円＋α
月額費用総合計 2,980,120円＋α

ネットワークごとの合計 2,146,200円＋α 640,500円＋α 351,500円＋α 691,920円＋α

総合計 3,830,120円＋α
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拠点間接続を手軽に移行してコストを下げよう
セキュリティーリスクを回避すれば魅力的

・回線が広帯域

・コストが安価

・構築が比較的簡単

・帯域が不安定

・セキュリティー対策が必要

Case インターネットVPN を導入

メリット デメリット
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インターネットを
仮想的なルーターとする
企業インフラにおいては、拠点間のネ

ットワーク帯域がボトルネックになりつつ

あるとともに、ブロードバンドの進展で家

庭（外部）からのリモートアクセスに対応す

るという課題が生まれている。

ブロードバンド回線を拠点間接続に活

用することは可能だ。インターネットを専

用線やFR網で構築した自社専用ネットワ

ークと見立てるために、インターネット

VPNを使えば手軽にかつ安価に構築でき

る。特に、拠点が少なく遠距離にある場

合には最適だ。

各拠点でブロードバンド回線を契約し、

それぞれにIPsecに対応したルーターを用

意すれば基本的な準備は完了だ。回線契

約の際に、固定IPアドレスを割り当てて

もらわないとIPsecの通信ができないので

注意したい。こうして接続すれば、インタ

ーネット全体を仮想的なルーターに見立

てることが可能となり、メールやウェブなど

のサービスだけではなく、別の拠点間での

ファイル共有やリモート印刷などウィンド

ウズ環境における共有サービスも利用で

きる。ネットワークを設計する場合に接続

形態をトポロジー設計として行う必要がほ

とんどなく、少数の拠点であればLANを

延長する感覚でつなげられる。

外出先や自宅からのリモートアクセスを

考える場合には、PPTPの利用も検討す

るだろう。しかし、セキュリティーホールや

暗号の強度といったセキュリティー面では

注意が必要だ。ネットワーク設計上で注

意すべきなのは、インターネット（外部）へ

の接続をどのように行うかという点だ。各

拠点から個別にインターネットへの接続を

行えるように設定することも可能だが、セ

キュリティー面からはすすめられない。ほ

とんどの企業では外部からの不正アクセ

スなどの対策は行っているが、ネットワー

ク内部同士でのセキュリティーに関しては

使い勝手や手間の面から行われてないの

が現状であろう。このため、複数の拠点が

直接インターネットにも接続するというこ

とは、それだけ「穴」が増えてしまっている

ということで、セキュリティー上非常に危

険な状態だ。

不安定な回線のリスクを
回避する方法
一方で、パフォーマンスに関してはどう

であろう。ADSLの利用にあたっては接続

性と帯域に注意が必要だ。ADSLはアナ

ログ回線なので、ノイズに影響されやすく

切断されてしまうこともある。個人とは異

なり、重要なファイルのやり取りで回線が

切断されると業務に支障をきたす。コスト

的にはFTTHでも手が届く範囲なので、安

心を買う意味でもFTTHをすすめたい。も

ちろん、FTTHでもその品質とどのISPを

利用するかによって速度は異なる。速度

はFTTH事業者側でいくつの顧客を1つ

の線に収容しているか、共有しているほか

の顧客が常に帯域を使っていないかなど

によって違ってくる。また、ISPの選択に

あたってはISPの基幹ネットワークの充実

だけではなく、拠点が接続しているFTT業

者とISPとの接続点や、そこからISP側の

基幹への帯域によってパフォーマンスに影

響が出る。このため、拠点ごとに異なる

ISPを選択するのではなく、できるだけ同

じISPを使ったほうが安定したパフォーマ

ンスが期待できる。

このようにインターネットVPNは手軽に

利用できる反面、セキュリティー面にきち

んと気を配らないと社内情報が筒抜けに

なる恐れがある。これらのリスクを把握し

て管理したうえで利用すれば、強力なイン

フラとなるのだ。

ADSLやFTTHといったブロードバンド

回線を利用したインターネットVPNは、

その手軽さとコスト面から従業員が30

人程度の比較的少人数のオフィス同士

をつなぐには有効だと言える。また、す

でに専用線でネットワークを構築してい

ても、遠隔地に拠点を増設する場合に

インターネットVPNは検討に値する。

全国に散らばる営業所などがコスト面

などから専用線で接続せずに、ダイア

ルアップなどでメールのやり取りのみ

を行っている場合などには、大きな負

担をかけずに社内ネットワークを構築

することが可能である。

選択ポイント
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【A】との変更箇所 
リモートオフィスとの接続がISDN網からフレッツ・グループアクセスへ 
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他社 

他社 
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【B-2】フレッツ・グループアクセスを利用した例
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インターネットの値段
［特集1］中小企業向け

広域ネットワーク
導入編

ISDNよりも広帯域なADSLやFTTHを使って社内網ににアクセスするため、リモートオフィス環境をそっくりインターネットVPNに置き換える。必要な帯域や接続場所に応じたADSLや
FTTHなどのアクセス回線をまず選択し、IPsec対応のルーターを用意する。この際、プロバイダーから固定IPアドレスを1つ以上割り当ててもらわなければならない。また、接続できる
拠点は限定されるものの「フレッツ・グループアクセス」（またはフレッツ・グループ）を利用するとインターネットを経由しない拠点間接続ができる。拠点ごとにIPsecルーターを用意したり
ISP接続料金がかかったりすることがなくなるので手軽に利用できる。

※1 専用線の人件費（一時費用）
●構築・開発
・IPsecでのVPN構築時に機器の相性や性能面での調査
●移行
・同一ISPに移行することでの各拠点のルーターを設定

※2 専用線の人件費（月額費用）
●監視・運用
・自社でルーターを設置した場合、各拠点のルーターを自社で

対応する必要がある
●障害対応
・自社でルーターを設置した場合、各拠点のルーターを自社で

対応する必要がある
●ヘルプデスク

※3 専用線の保守費
●WAN機材
・機器の相性や性能面

ピンク色はリモートオフィスとの接続をインターネットVPNを利用し
た場合の料金で、オレンジ色はフレッツ・グループアクセスを使った
場合の料金

【B】インターネットVPN利用／フレッツ・グループアクセス利用

図14 インターネットVPNを導入した参考例
【B-1】インターネットVPNを利用した例
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【A】との変更箇所 
リモートオフィスとの接続がISDN網からインターネットVPNへ 

リモートオフィス 

アクセス 
ルーター 

インターネット 

DSU ルーター DSU

インターネットとの リモートオフィスとの リモートオフィスとの リモートオフィスとの リモートオフィスとの
東京-大阪間 東京-各営業所 接続 接続 接続 接続 接続

ネットワークの種類 ATM 専用線 専用線 インターネットVPN インターネットVPN フレッツ・グループアクセス
サービス例 NTT-Com ATM NTT東日本ディジタル NTT東日本ディジタル IIJ VPNスタンダード IIJ VPNスタンダード NTT東日本フレッツ・グ NTT東西フレッツ・グ

メガリンク（10Mbps アクセス1500 アクセス1500 （NS25 タイプ3）、NTT （NS5XPEタイプ3）、 ループアクセスプロ、 ループアクセスプロ、
シングルクラス） （15km内）タイプ2 （15km内）タイプ2 東日本 Bフレッツ、IIJ NTT東西フレッツ・ Bフレッツ フレッツ・ADSLモア

FiberAccess/Fサービス ADSLモア（専用型）、 （専用型）
IIJ DSL/Fサービス

一時費用 施設設置負担金 1,000円×2 ─ ─ 60,000円×3 30,000円×4 ─ ─
（VPN初期費用） （VPN初期費用）

契約金 ─ ─ ─ 800円×3 800円×4 800円×3 800円×4
基本工事費 4,500円×2 4,500円×6 4,500円 4,500円×3 4,500円×4 4,500円×3＋ 4,500円×4＋

2,000円×3 2,000円×4
屋内配線工事費 8,000円×2 8,000円×6 8,000円 ─ 3,800円×4 ─ 3,800円×4
回線終端装置等工事費 13,600円×2 8,500円×6 8,500円 21,600円×3 5,500円×4 21,600円×3 5,500円×4
交換機等工事費 ─ ─ ─ 1,000円×3 1,200円×4 1,000円×3 1,200円×4
設備費用 ATM機器費（α） ルーター（α） IPSecルーター（レンタル） ルーター（α） ルーター（α）
人件費※1
その他 プロバイダー加入料
合計 54,200円＋α 126,000円＋α 21,000円＋α 263,700円 183,200円 89,700円＋α 71,200円＋α
一時費用総合計 648,100円＋α／362,100円＋α

月額費用 基本回線使用料 1,896,000円 ─ ─ 49,000円×3 14,800円×4 4,500円×3 4,500円×4
アクセス回線費 65,000円×2 162,000円×3 162,000円 40,000円×3 4,850円×4 40,000円×3 4,850円×4
屋内配線使用料 － ─ 200円×3 ─ 200円×3 ─
回線終端装置使用料 33,000円×2 9,500円×3 9,500円 900円×3 モデム：440円×4 900円×3 モデム：440円×4
通信料 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
プロバイダー費 ─ ─ 159,000円（スーパーOCN） 49,000円×3 9,800円×4 ─ ─
接続機器
人件費※2
設備リース費
保守費※3
その他
合計 2,092,000円 514,500円 330,500円＋α 417,300円 119,560円 136,800円 39,160円
月額費用総合計 3,473,860円＋α／3,112,960円

ネットワークごとの合計 2,146,200円＋α 640,500円＋α 351,500円＋α 681,000円 302,760円 226,500円＋α 110,360円＋α

総合計 4,121,960円＋α／3,475,060円＋α

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



回線から運営、管理までを低コストで委託しよう
基幹ネットワークをまるごと借りる

・速度品目が多様
・料金が距離に依存しない
・全国の主要都市で利用可
能

・帯域が不安定
・機器が高価
・プロトコルはIPのみ
・サービス事業者の変更が
困難

Case 広域イーサネット、IP-VPNを導入

メリット
広域イーサネット

デメリット

・速度品目が多様
・料金が距離に依存しない
・全国の主要都市で利用可
能

・帯域が不安定
・機器が高価
・プロトコルはIPのみ
・サービス事業者の変更が
困難

メリット
IP-VPN

デメリット
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これまでのLANの
ノウハウを活かせる
メールやウェブでのコミュニケーション

が業務の重要な位置を占めるようになり、

ほとんどのオフィスでイーサネットと

TCP/IPが標準として利用されると、拠点

をつなぐために特別な回線接続終端装置

や技術を必要とするこれまでの専用線な

どのネットワークは使いづらくなった。その

うえ機器費用や維持、運用のコストもかさ

む。そこでインターネット技術を前提とし

た回線に加えて、ネットワークの運用や管

理までを含めて提供してくれるサービスが

広域イーサネットとIP-VPNなのだ。

広域イーサネットの代表的な利用例は、

これまでに構築した専用線での拠点間ネ

ットワークをそっくり置き換えることであろ

う。広域イーサネットでは、拠点間ネット

ワークをL2/L3スイッチで接続された仮想

的なイーサネットスイッチと見立てることが

できる。社内LANが100base-Tのイーサ

ネットで構築されていれば、特別な終端装

置などを介さずに直接イーサネットでつな

げられるのはネットワーク設計の面だけで

なく、コスト的にも大きなメリットがある。

広域イーサネットを利用する注意点は、

大規模LANの設計と同様のVLAN設計と

トラフィック制御だ。いずれも広域イーサ

ネットだからと言って特別な制限や手法は

いらない。これまでのLANのノウハウが活

かせる。また、これまで接続されていた各

拠点内にあるPCなどのIPアドレスを変更

する必要は基本的にない。これは既存の

ネットワークから移行する手間を軽減して

くれる。広域イーサネットサービスにイン

ターネット接続サービスは含まれてない。

別途オプションの場合もあるので、それを

選択すればインターネット接続用の回線を

改めて用意する必要はない。広域イーサ

ネットサービスは、ほぼ全国どこからでも

使える全国サービスと、関東エリアなど地

域を限定した接続サービスとがある。

高価な機器や高度な技術は
必要なし
もう一方のIP-VPNは、通信事業者が

もつ閉域網上にIP接続された専用ネット

ワークを構築するサービスだ。広域イーサ

ネットが仮想的なイーサネットスイッチだと

すると、IP-VPNは仮想的なルーターを提

供するサービスだと言える。大規模ネット

ワークを構築するには、これまで高価なル

ーターで構成された基幹ネットワークを利

用してきた。その基幹ネットワークをまる

ごと通信事業者から借り受けるのである。

各拠点ではミドルクラス以下のルーターを

用意すればいいので、その接続も専用線

のように個別の終端装置を必要とせず、

イーサネットで接続できる。基幹ネットワ

ークは機材が高価であるだけでなく、経路

制御（ルーティング）というインターネット

技術においても高度な技術が要求される

ので、その管理と運用は負担だったが、

IP-VPNではそれらを丸ごと委託できるの

だ。

ただし、プロトコルはIPに限定されてい

るのでAppleTalkなど一部のサービスは

そのままでは使えず、イーサネットで社内

LANが構築されていても、非IPのアプリ

ケーションが使われている場合にはよく検

討しなければならない。また、経路制御を

通信事業者が行っているので、利用者側

で経路を制御したい場合には利用できる

プロトコルや手段が指定されていることが

あるので注意したい。さらに、移設にあた

っては、IPアドレスがIP-VPN事業者から

割り当てられることになるので、グローバ

ルIPアドレスを利用しているサーバーやネ

ットワーク、PCではそのIPアドレスを変更

する必要がある。

IPベースで社内システムを構成してい

れば、専用線の代わりに広域イーサネ

ットを利用することは自然な選択だ。

特に大都市圏では、非常に安価に利

用できる。また、メールやファイアーウ

ォールなどのセキュリティーまでインフ

ラの大部分をまとめて委託するならば

IP-VPNは強力な選択肢になる。ただ、

一度委託先を選択してしまうと後に変

更することが困難だ。また、これらのサ

ービスは事業者によって提供地域が限

定されたり割高になったりするので、複

数の拠点の費用をまとめて検討するこ

とが重要だ。

選択ポイント
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大阪 

ONU

ONU

ルーター 

ONU ルーター ルーター 

東京 

ルーター 

【A】との変更箇所 
東京-各営業所間の接続が 
DA1500からメトロイーサへ 

【A】との変更箇所 
東京-大阪間の接続が 
ATM網からメトロイーサ、 
アーバンイーサ経由の 
IP-VPNへ 

【A】との変更箇所 
インターネットへの接続が 
DA1500からIP-VPNの 
オプションサービス利用へ 

100 
Mbps

インターネット 

リモートオフィス 

フレッツ・ 
グループ 
アクセス 

新宿 

100Mbps

ONU

ルーター 

渋谷 

100Mbps

ONU

ルーター 

品川 

100Mbps

NTT東日本 
メトロイーサ 

NTT西日本 
アーバンイーサ 

NTT-Com 
Arcstar IP-VPN

100 
Mbps

【C-2】IP－VPNを利用した例
図15 広域ネットワークサービスを導入した参考例
【C-1】広域イーサネットを利用した例
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広域ネットワーク
導入編

営業所と東京本社、東京と大阪間のネットワークを、それぞれ広域イーサネットやIP-VPNに移行する。それぞれサービス網の利用料金とその網へのアクセス回線に応じた接続料金が
かかる。だいたいが回線品目によって価格が大きく変わるため、慎重に選択したいが、事業者によってはウェブサイトで簡易見積もりを作成できるので、参考にするといいだろう。なかに
はアクセス回線料金を含んだ「接続料」で提供するところもある。社内ネットワークへは、イーサネットでそのまま接続できるので、各拠点にレイヤー2、レイヤー3スイッチかルーターを用
意すればいい。広域イーサネットへは、LAN側のネットワーク構成やIPアドレスといった環境を変更しなくても利用できる。

※1 専用線の人件費（一時費用）
●構築・開発
・VLAN構成の設計
・帯域制御の設計
●移行

※2 専用線の人件費（月額費用）
●監視・運用
・利用帯域を監視し、特定の拠点に集中
していないかどうかを監視
●障害対応
・経路制御をどのように実施するかをサー
ビス事業者と要検討
●ヘルプデスク

※3 専用線の保守費
●WAN機材

【C-1】広域イーサネット利用

※1 専用線の人件費（一時費用）
●構築・開発
・非IPアプリケーションの対応
・経路制御の設計
・アドレス体系の見直しが必要かどうか
●移行
・アドレス体系の見直しが必要かどうか

※2 専用線の人件費（月額費用）
●監視・運用
・有効帯域と遅延を監視
●障害対応
・経路制御をどのように実施するかをサー
ビス事業者と要検討
●ヘルプデスク

※3 専用線の保守費
●WAN機材

【C-2】IP-VPN利用

大阪 

ONU

ONU

ONU

L3

ONU L3スイッチ L3スイッチ 

東京 

ルーター 

【A】との変更箇所 
東京-各営業所間の接続が 
DA1500からメトロイーサへ 

【A】との変更箇所 
東京-大阪間の接続が 
ATM網から広域イーサネットへ 

【A】との変更箇所 
インターネットへの接続が 
DA1500から広域イーサネットの 
オプションサービス利用へ 

クロスウェイブ 
広域LAN 
サービス 

（100Mbps） 

他社イーサネットサービス 
100Mbps

ファイアーウォール 
（オプション） 
外部接続／インターネット 

インターネット 

リモートオフィス 

フレッツ・ 
グループ 
アクセス 

NTT東日本 
メトロイーサ 

新宿 

100Mbps

ONU

L3

渋谷 

100Mbps

ONU

L3

品川 

100Mbps

東京 大阪 東京-各営業所
ネットワークの種類 広域イーサネット 広域イーサネット 専用線
サービス例 クロスウェイブ広域LAN クロスウェイブ広域LAN NTT東日本

サービス（100Mbps） サービス（100Mbps） メトロイーサ

一時 施設設置負担金 ─ ─ ─
費用 契約金 ─ － 800円×4

基本工事費 50,000円（CWC） 50,000円（CWC） 4,500円×4
屋内配線工事費 ─ ─ ─
回線終端装置等工事費 ─ ─ 21,600円×4
交換機等工事費 ─ ─ 1,000円×4
設備費用 L3スイッチ（α） L3スイッチ（α）
人件費※1
その他（アクセス回線工事費） 44,500円 24,500円 －
合計 94,500円＋α 74,500円＋α 111,600円
一時費用総合計 280,600円＋α

月額 基本回線使用料 900,000円 800,000円 18,000円×4
費用 アクセス回線機器費 30,000円 5,000円 ─

屋内配線使用料 2,000円 2,000円 ─
回線終端装置使用料 ─ ─ 4,000円×4
通信料 ─ ─ 123,000円×4
プロバイダー費 ─ ─ ─
接続機器
人件費※2
設備リース費
保守費※3
その他（インターネット接続） オプション（α）
合計 932,000円＋α 852,000円＋α 580,000円
月額費用総合計 2,364,000円＋α

ネットワークごとの合計 1,026,500円＋α 926,500円＋α 691,600円
フレッツ・グループアクセス 336,860円＋α
利用分【B-2参考】

総合計 2,981,460円＋α

東京-大阪間、 東京-大阪間 会社全体、
東京-各営業所 インターネットとの接続

ネットワークの種類 専用線 専用線 IP-VPN
サービス例 NTT東日本メトロイーサ NTT西日本アーバン NTT-Com Arcstar 

（100Mbps） イーサ（100Mbps） IP-VPN（100Mbps）
一時 施設設置負担金 ─ ─ ─
費用 契約金 800円×4 800円×1 800円

基本工事費 4,500円×4 4,500円×1 1,000円
屋内配線工事費 ─ ─ ─
回線終端装置等工事費 21,600円×4 21,600円×1 ─
交換機等工事費 1,000円×4 1,000円×1 1,000円
設備費用 ルーター（α） ルーター（α）
人件費※1
その他
合計 111,600円＋α 27,900円＋α 2,800円
一時費用総合計 142,300円＋α

月額 基本回線使用料 18,000円×4 18,000円×1 1,700,000円
費用 アクセス回線費 ─ ─ 240,000円

屋内配線料 ─ ─ 10,000円
回線終端装置使用料 4,000円×4 4,000円×1 ─
通信料 123,000円×4 153,000円×1
プロバイダー費 ─ ─ ─
接続機器
人件費※2
設備リース費
保守費※3
その他
合計 580,000円 175,000円 1,950,000円
月額費用総合計 2,705,000円＋α

ネットワークごとの合計 691,600円＋α 202,900円＋α 1,952,800円
フレッツ・グループアクセス 336,860円＋α
利用分【B-2参考】

総合計 3,184,160円＋α
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サービス編

一括した委託はコストや安全性の総合判断が必要

ウェブとメールをアウトソースする
ポイントはこれだ！広域イーサネットやIP-VPNの導入により、ネットワークをア

ウトソーシングすることも現実味を帯びてきていることが理

解されたかと思う。それでは社内で使うアプリケーションは

どうであろうか。

コストだけでは測れない
アプリケーションの管理
社内外で使われるアプリケーション、す

なわちメールやウェブといったサーバーの

管理についても新しいインフラを導入す

る際に改めて考えてみたい。

SOHOレベルならば、自分でサーバー

を構築して管理するよりも、ドメインの管

理からメールやウェブまでも一括してホス

ティングサービス事業者やISPなどに委託

することは一般的で手間もかからない。そ

れでは、それ以上の規模の企業ではどう

であろうか。

ホスティングサービスの利用にあたって

それまで利用していたURL（ドメイン名）や

メールアドレスが変わってしまうことはなく、

利用者から見た違いはほとんどない。選

択のポイントは、費用に加えて機能面、管

理・運用面、既存ツールとの連携が挙げ

られる。

ホスティングサービスを
選択する決め手
メールホスティングの機能としては、ウ

イルスやスパムメールに対応したサービス

は検討に値する。特に外部とのやり取り

が多い場合には、知らない間にウイルス

の伝播者にならないためにも必要だ。も

ちろん、完全にウイルスなどの影響を防ぐ

ことはできないので、自社内でも別途セキ

ュリティーの対策を講じておくことが賢明

だろう。

ウェブブラウザーを使ってメールの送受

信を行える機能や携帯電話からアクセス

して利用できる機能などは、営業員が多

い組織などには有効になる。また、メーリ

ングリスト機能も円滑な社内コミュニケー

ションツールとして必須だろう。ただし、作

成できるリスト数の制限に注意しておかな

いと管理する手間が増えてしまう。管理面

では、ユーザーの追加や削除、変更がど

のように行えるかも確認しておきたい。ブ

ラウザーを使って管理できる場合がほと

んどだが、人数の多い組織や変更が頻繁

な組織では、1件1件手作業で操作するの

は非常に不便だ。Excelなどで作成した

リストをまとめて入出力できるサービスが

いいだろう。

また、もっとも注意したいのが既存ツー

ルとの連携だ。ホスティング業者の多く

は、SMTPとPOP3といったインターネッ

トで標準的なプロトコルでのサービスを

提供している。そのために、Exchangeサ

ーバーやロータス・ノーツ／ドミノなどの統

合ツールを利用している場合には、ホステ

ィングサービスにメールを移管してしまう

と利用してきた機能の一部が制限されて

しまうこともある。初めからExchangeサ

ーバーやロータス・ノーツ／ドミノに対応

した事業者を選択すればいいのだが、そ

の数は非常に限られているので、現状で
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サービス編

は選択するのは難しい。

データセンターは高コストだが
魅力的
この一方で、多くの企業が社内システ

ムとして使用しているウェブシステムでは、

CGIやASPといったウェブアプリケーショ

ン機能やデータベース（DB）への接続方

法などがシステムごとに異なっていること

から、ホスティング事業者では利用を大き

く制限しているのが現状だ。そのため、社

内ウェブにおいてはホスティングにすべて

を委託するのではなく、データセンターへ

の設置が可能かどうかを検討したい。

では、具体的に見てみよう。図16の1

では、ウェブだけをホスティングサービス

に委託した場合だ。CGIやASP、DBを社

内ネットワークに置けば、社内の重要デー

タなどコンテンツの更新は安全に行える。

しかし、ホスティングサーバーとのやり取

りはインターネットを介するので、セキュリ

ティー面で不安がある。また、多くのホス

ティングサービスはメールサービスもセッ

トになっていることが多い。しかし、ウェブ

と同様にインターネットを経由するのでメ

ールサーバーは社内に置いたほうが安全

だろう。

2と3は、企業ネットワークにIP-VPN

を利用した場合だ。2では、閉じた網で

あるIP-VPNを経由してウェブホスティング

を使うようにしているので、重要なデータ

は守られる。ただし、IP-VPNを介してCGI

やDBとやり取りをするため、パフォーマン

ス面で課題が残る。この課題までも解決

しようとしたのが3で、IP-VPNを経由し

てウェブやCGI、DB、メールなどをまるご

とデータセンターに置いて活用する。こう

すればデータの受け渡しはセンター内で

行われるので、安全かつパフォーマンスも

問題ない。コンテンツの更新もIP-VPNを

介するので安心で、更新の頻度が低けれ

ばパフォーマンスも問題ないだろう。ただ

し、3の場合のコストは非常に高くなって

しまう。コストと安全性、パフォーマンスを

総合的に考慮した検討が必要だ。
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図16 企業ネットワークとウェブホスティングの利用例

上表は大手ホスティング会社の料金例で、図1で専用サーバーに委託する参考価格として挙げた。競争が激しいため、
初期設定費用を無料にしている事業者が多い。また、23についてはサーバーマシン、OS、データセンター内のLAN回
線の速度、拠点側回線の速度などの選択よって料金体系が複雑で幅広く、参考価格を算出するのは難しい。利用目的に
合わせて事業者に見積もりを依頼してほしい。

ラピッドサイト http://www.rapidsite.jp/

メニュー 初期設定料 月額利用料

基本 50,000 35,800

ウイルスチェック 1,000 500

ポートチェッカー*2 0 3,000

合計 51,000 39,300

おもな基本サービス内容

ディスクスペース：20GB。ウェブ機
能：独自CGI/SSI、SSL対応。メー
ル機能：POP数無制限、転送、メー
リングリスト。運用管理：アクセス統
計、バックアップ管理、データ転送量
無制限、1Gbpsバックボーン。その
ほか：PHP4、グループウェア対応。

R4プラン（12か月契約、単位：円）

：オプション、*1：2003年4月15日現在無料、*2：サーバー稼働状況監視
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企業の本社・支社間をIPネットワークで接続する方法、企業の

インフラの種類について、これまで紹介してきた。ここでは、イン

ターネットVPN、IP-VPN、広域イーサネット、専用線、ATMの各

サービスを提供する事業者およびサービス料金について紹介す

る。実際に導入する場合は各事業者やシステムインテグレータ

ーに相談することになるだろうが、その前にこの表を見れば、アク

セス回線品目（提供速度クラス）と料金の一覧で各種のサービス

料金の相場がわかるだろう。なお、ここに掲載してあるのは、ほん

の一部のサービスと回線品目にすぎないので、詳細は各サービ

スのウェブサイトや各事業者に問い合わせてほしい。

ネットワーク VPN VPNスルー 同時
通信事業者 サービス名※ 品目（VPN機器）※

I/F トンネル数 プット（3DES）セッション数
初期費用 月額費用*1 インターネット接続サービス／その他

IIJ IIJ VPNスタンダード NS5XP10（10ユーザー）*2 10BASE-T 10 13Mbps 2000 30,000円 5,900円 IIJ FiberAccess／Fサービス（Bフレッツ対応）
http://www.iij.ad.jp/VPN/ NS5XPE *2 10BASE-T 10 13Mbps 2000 30,000円 12,800円 IIJ DSL／Fサービス（フレッツ・ADSL対応）

NS5XT10（10ユーザー）*2 100BASE-TX 10 20Mbps 2000 40,000円 14,000円 その他固定IPアドレス割り当て接続サー
NS5XTE *2 100BASE-TX 10 20Mbps 2000 40,000円 29,000円 ビス（ただしIIJmioは除く）
NS25 *2 100BASE-TX 25 20Mbps 4000 60,000円 40,000円
NS50 *2 100BASE-TX 100 50Mbps 8000 100,000円 63,000円
NS204 *2 100BASE-TX 1000 200Mbps 12800 160,000円 98,000円

NTT OCNビジネスパックVPN RTX1000（ヤマハ） 10/100BASE-TX 9 23Mbps 2000 個別対応 6,500円*3 OCN回線サービス
コミュニケーションズ http://www.ocn.ne.jp/ NetScreen 5XP(10IP) 10BASE-T 9 10Mbps 2000 5,900円*3

business/rental/vpn/ NetScreen 5XP(Elite) 10BASE-T 9 10Mbps 2000 12,800円*3
NetScreen 25 10/100BASE-TX 24 20Mbps 4000 38,000円*3
NetScreen 50 10/100BASE-TX 99 50Mbps 8000 61,000円*3
NetScreen 204 10/100BASE-TX 999 200Mbps 8000 95,000円*3
Mucho-EV/PK（古河電気） BRI 15 128kbps － 5,900円*3

ソニーコミュニケー インターネットVPNサービス Netscreen 5XP（10user） 10BASE-T 10 13Mbps 2000 50,000円 7,600円*4 レンタルコースはSo-net法人会員
ションネットワーク http://www.so-net.ne.jp/ Netscreen 5XP（Elite） 10BASE-T 10 13Mbps 2000 70,000円 11,000円*4 であればいい *5

business/access/vpn/ Netscreen 5XT（10user） 10/100BASE-TX 10 20Mbps 2000 50,000円 8,900円*4 （オプション）リモートソフトの購入でモバ
Netscreen 5XT（Elite） 10/100BASE-TX 10 20Mbps 2000 70,000円 12,300円*4 イル環境でのリモート接続が可能になる

NTT-ME XePhionインターネットVPNサービス エンタープライズVPN ADSL 10 10BASE-T 9 10Mbps 2000 71,500円*6 18,900円*7 フレッツ・ADSL経由、10台まで
http://www.wakwak.com/ エンタープライズVPN ADSL E 10BASE-T 9 10Mbps 2000 25,800円*7 フレッツ・ADSL経由、無制限

evpn/course.html エンタープライズVPN BF 10 10BASE-T 9 10Mbps 2000 22,600円*7 Bフレッツ経由、5台まで（Bフレッツの制限による）*8

ソフトバンクBB ソフトバンクBB B-VPN基本サービス NetScreen5XT（10User） 10/100BASE-TX 10 20Mbps 2,000 35,000円*9 9,000円*10
http://www.softbankbb.co.jp/ NetScreen5XT（Elite） 10/100BASE-TX 10 20Mbps 2,000 35,000円*9 16,000円*10

bb_business/ NetScreen25 10/100BASE-TX 25 20Mbps 4,000 60,000円*9 46,000円*10
NetScreen50 10/100BASE-TX 100 50Mbps 8,000 100,000円*9 75,000円*10
NetScreen204 10/100BASE-TX 1,000 200Mbps 128,000 150,000円*9 113,000円*10

インターネットVPNをサービスとして提供する主な事業者

フレッツ・グループアクセス

※品目（VPN機器）はメーカー発表値に基づく
*1 アクセス回線費用、インターネット接続料金は含まない
*2 保守タイプ１（24時間365日障害受付・代替機器送付・平日9時～17時対応）の場合。ほかに2つの保守タイプがある
*3 セカンドパック保守（平日9-17時対応で故障したVPN装置と同じ設定の代替機器をユーザーに送付）の場合。ほかに2種類の保守ケースがある
*4 12か月レンタルコースの場合の料金。24か月コースもある。保守タイプは機器先出しのセンドバック保守
*5 レンタル＋設定コースは、接続コースがフレッツコースで、オプションサービスの固定ＩＰアドレス割当てサービス（/32/29/28)を取得済みな法人会員か専用線接続サ
ービス、イーサネット型専用線接続サービスを利用している法人会員が条件

*6 WAKWAKIPアドレス等設定料金、IPSecゲートウェイ設定料金、拠点ルーター設定料金、拠点工事費（オンサイト平日昼間工事）、工事調整等事務手数料を含む
*7 WAKWAK利用料金、IPSecゲートウェイ利用料金、拠点ルーターレンタル利用料金、センドバック保守料金を含む
*8 項目は利用アクセス回線と接続端末台数。このほかにも、フレッツ・ISDN経由で無制限に端末を接続できる「エンタープライズVPN ISDN」がある
*9 設置場所がインターネットの出口の場合、ファイアーウォールポリシーの設定費用が別途必要
*10 マネージドサービス（死活監視・ファームウェアバージョンアップ）ご利用の場合、3,000円が別途必要

◆その他のインターネットVPNサービス
NTTPCコミュニケーションズ「インターネットVPN」

http://www.nttpc.co.jp/service/vpn/vpn.html
VECTANTブロードバンドVPNサービス

http://www.vectant.co.jp/gs/service/network/vpn/outline2.html
DTI「DREAM VPN SERVICE」

http://magic.dti.ad.jp/solution/VPN/
NECネクサソリューションズ「Clovernet」

http://www.nec-nexs.com/sol2/net/clovernet/

グループユーザー 月額費用
事業者 サービス名 品目 最大参加拠点数

ID/IPアドレス設計
IPアドレス ネットワークI/F

（1契約あたり）

NTT東日本 フレッツ・グループアクセス フレッツ・グループアクセスプロ 30 管理者が設定 グローバルIPアドレス/プライベートIPアドレス LAN型/端末型 4,500円
http://flets.com/groupaccess/ フレッツ・グループアクセスライト 10 NTT東が設定 NTT東日本より指定 端末型 700円

【 I n f r a s t r u c t u r e  C a t a l o g 】

企業インフラを構築する
ネットワークサービス一挙紹介

※NTT西日本は「フレッツ・グループ」を提供　 http://www.ntt-west.co.jp/flets/group/
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インターネットの値段
［特集1］中小企業向け

Infrastructure 
Catalog

主なIP-VPNサービス

*1 アクセス回線費用、インターネット接続料金は含まない
*2 回線接続工事費＋宅内配線設備工事費＋回線接続装置などの取付工事の料金
*3 登録・変更費用は25,000円
*4 支払いはNTT東西からユーザーへ請求
*5 地域IP網工事費。このほかに、専用線などの工事費が別途必要
*6エコノミークラスは故障の監視を回線単位で行わない
*7 屋内配線利用料。このほかに機器利用料（ディジタルアクセス128とHSD128Kbpsは1,700円、HSD1.5Mbpsは19,000円）が別途必要
*8 屋内配線利用料。このほかに機器利用料（DSU/光150MbpsⅠ型で42,000円、Ⅱ型38,000円）が別途必要

◆その他のIP-VPNサービス
ケーブル・アンド・ワイヤレスIDC「IP-VPN QoS」

http://www.cw.com/
KDDI「IP-VPNサービス」

http://www.kddi.com/business/service/network/ip_vpn/

配線設備 回線接続（終端）
通信事業者 サービス名 IP-VPN品目の一例 回線品目の一例 一時費用 回線使用料*1 アクセス回線費

使用料 装置使用料
アクセス回線の種類 その他

パワードコム Powered-IP MPLS イーサネット方式通常クラス 10Mbps 25,500円*2 580,000円 － 2,000円（光） 5,000円 イーサネット MPLS採用
サービス 100Mbps 1,800,000円 － 高速ディジタル WDMバックボーン

http://www.powered イーサネット方式ライトクラス 10Mbps 28,500円*2 520,000円 － 2,000円（光） 5,000円 ATM         SLA提供
com.co.jp/service/mpls/ （Powered Ethernet網経由） 100Mbps 1,650,000円 －

高速ディジタル方式 128kbps（メタル） 15,500円 90,000円 － 60円 1,700円
（通常クラス） 128kbps（光） 25,500円*2 90,000円 － 2,000円 6,000円

512kbps 25,500円*2 163,000円 － 2,000円 19,000円
1.5Mbps 25,500円*2 450,000円 － 2,000円 19,000円

高速ディジタル方式 128kbps（メタル） 15,500円 50,000円 － 60円 1,700円
（エコノミークラス） 128kbps（光） 25,500円*2 50,000円 － 2,000円 6,000円

1.5Mbps 25,500円*2 260,000円 － － 9,500円
（回線終端装置）

NTTコミュニ Arcstar IP-VPN 第1種サービス 1Mbps 23,800円 74,000円 82,000円 10BASE-T： － イーサネット MPLS採用
ケーションズ http://www.ntt.com/ （アクセス回線利用型） 2Mbps 110,000円 85,000円 5,000円、 － STM、ATM                  SLA提供

ip-vpn/ イーサタイプ 5Mbps 175,000円 94,000円 100BASE-TX： － FR、CR
NTT-com光アクセス 10Mbps 250,000円 105,000円 10,000円 － メトロイーサ

（10BASE-T） xDSL
30Mbps 650,000円 148,000円 － フレッツ
50Mbps 950,000円 187,000円 －
100Mbps 1,700,000円 240,000円

DSLタイプ（SDSL） 128kbpsタイプ1 58,450円 最低伝送速度 14,200円 － ADSL10Mbps利用の
128kbpsタイプ2 64,900円 32kbps：17,800円 16,000円 － 場合、レンタルモデム

48kbps：20,500円 料500円/月。
128kbps：34,500円 その他のプランはレン

500kbpsタイプ1 58,450円 最低伝送速度 31,400円 － タルモデム料は初期
500kbpsタイプ2 64,900円 128kbps：34,500円 33,200円 － 費用に含まれる。

500kbps：74,000円
1.5Mbpsタイプ2 74,800円 最低伝送速度 1.5 83,000円 －

Mbps：136,000円
DSLタイプ（ADSL） 1.5Mbpsタイプ1 58,450円 最低伝送速度 19,200円 －

（上り500kbps） 128kbps：32,700円
1.5Mbpsタイプ2 64,900円 21,000円 －
（上り500kbps）
10Mbpsタイプ1 53,050円 9,800円 20,000円 －
（上り1Mbps）
10Mbpsタイプ2 59,500円 21,800円 －
（上り1Mbps）

第2種サービス 1Mbps 36,300円 74,000円 8,000円（コネクティビティー料金）
（局内接続型） 2Mbps 110,000円
イーサネットタイプ 5Mbps 175,000円
（10BASE-T） 10Mbps 250,000円
イーサネットタイプ 10Mbps 36,300円 350,000円 12,000円（コネクティビティー料金）
（100BASE-TX） 30Mbps 650,000円

50Mbps 950,000円
100Mbps 1,700,000円

日本テレコム SOLTERIA Etherアクセス（10Mbps） 0.5Mbps 77,000円 44,000円 146,000円 － 4,000円 特定接続回線 そのほか、ユーザーのVPN単位
http://www.japan- 1Mbps 58,000円 指定センター接続型 で全接続回線品目の合算値（帯

telecom.co.jp/business/ 2Mbps 75,000円 ダイレクトアクセス 域）によって決まる「閉域通信料
solteria/ 5Mbps 126,000円 Etherアクセス 金」がかかる

10Mbos 211,000円 メガデータネッツ MPLS採用、SLA提供
Etherアクセス（100Mbps） 10Mbps 77,000円 277,000円 236,000円 － 4,000円 メトロ／アーバンイーサ ゲートウェイサービスあり

30Mbps 409,000円 地域系イーサ
50Mbps 541,000円 ADSLアクセスなど
100Mbps 870,000円

ケイ・オプティ IP-VPNサービス イーサネット 256kbps 53,000円 45,000円 （アクセス回線を含む） 2,000円 3,000円 光ファイバー MPLS採用、SLA提供
コム http://www.k-opti. （10BASE-T／ 384kbps （標準） 60,000円 （アクセス回線を含む） 提供エリアは関西地区（滋賀

com/ 100BASE-TX） 512kbps 70,000円 （アクセス回線を含む） 県、京都府、大阪府、兵庫
768kbps 94,000円 （アクセス回線を含む） 県、奈良県、和歌山県）
1Mbps 115,000円 （アクセス回線を含む） 関西に主要な拠点があり、
5Mbps 370,000円 （アクセス回線を含む） 関西以外の拠点と接続希望
10bps 622,000円 （アクセス回線を含む） の場合は応相談
50Mbps 1,510,000円 （アクセス回線を含む）
100Mbps 2,000,000円 （アクセス回線を含む）

NTT PC CUNets レギュラー（1拠点のみ） 1M/0.5M 50,000円*3 50,800円 NTT東西の NTT東西の NTT東西の DA、HSD カスタマイズ可能な「プレミア
コミュニケー http://www.cunets. 専用回線LAN接続 1M/1M 72,100円 メガデータネッツ メガデータネッツ メガデータネッツ ATMメガリンク、メガデータネッツ ム」もある
ションズ jp/ 2M/1M 75,400円 料金のとおり*4 料金のとおり*4 料金のとおり*4 ADSL（アッカ）

2M/2M 107,800円 「フレッツ・オフィス」と組み合わせ
3M/1.5M 95,200円 た「Bフレッツ」、「フレッツ・ADSL」、

プランADSL（電話共用型） 下り1.5Mbps 個別対応 8,000円 「フレッツ・ISDN」（プレミアムのみ）
プランADSL（電話非共用型） 上り512kbps 個別対応 10,000円

NTT東日本 フレッツ・オフィスワイド フレッツ・オフィスワイド128 ディジタルアクセス 39,800円*5 22,000円 高速ディジタル伝 60円 *7 － 専用線型接続 東京、神奈川、千葉、埼玉
（専用線型） 128 送サービスの基本 エリア

http://flets.com/office/ HSD128kbps 回線利用料と同額 「Bフレッツ」「フレッツ・
フレッツ・オフィスワイド ディジタルアクセス 49,000円*5 88,500円 － 9,500円 ADSL」および「フレッツ・
1500（専用線型） 1500 ISDN」をアクセスサービスと

（エコノミークラス*6） したネットワーク
HSD1.5Mbps 100,000円 2,000円 *7 －

フレッツ・オフィスワイド プラン1（ATMメガリ 55,100円*5 888,000円 ATMメガリンク 2,000円 *8 11,000円 専用線型接続
ATM（専用線型） ンク0.5～34Mbps） サービスの基本 ～40,000円

プラン2（ATMメガリ 61,100円*5 1,550,000円 回線利用料と （ONUのタイプで異なる）
ンク35～69Mbps） 同額
プラン3（ＡＴＭメガリ 66,100円*5 2,080,000円
ンク70～135Mbps）

フレッツ・オフィスワイド 10Mbps 28,000円 311,000円 － － － イーサネット型接続 ハウジングにかかる料金が別途
イーサネット（イーサネット型） 100Mbps 40,000円 1,820,000円 必要

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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主な広域イーサネットサービス

*1 NTT東西のディジタルアクセス128（タイプ2）を利用する場合
*2 アクセスポイントとお客様拠点が同一都道府県にある場合
*3 NTT東西のHSD512/ディジタルアクセス1500（タイプ2）、または地域系NCCエコノミークラス相当を利用する場合
*4 NTT東西のATMメガリンク（一芯・シングルクラス/タイプ2）、または地域系NCC ATM専用サービス（一芯・エコノミークラス）を利用する場合
*5 ATM24Mbps（一芯・シングルクラス/タイプ2）を使用
*6 接続ポートは、各拠点のネットワーク接続品目の合計帯域を下回らないように設定
*7 回線接続工事費＋宅内配線設備工事費＋回線接続装置などの取付工事の料金（光回線の場合）
*8 回線接続工事費＋宅内配線設備工事費＋回線接続装置などの取付工事の料金（メタル回線の場合）
*9 回線終端装置設置工事費 1台につき30,000円（東京第1データセンターまたは東京第2データセンター収容の場合は不要）、配線設置工事費 1配線につき30,000円
*10 1ネットワーク接続ごとのネットワーク接続工事費：60,000円＋1拠点ごとの拠点接続工事費（アクセス回線提供事業者の一時費用に準ずる）
*11 神奈川の場合。大阪の場合は175,000円。神奈川、大阪以外の全国主要拠点の場合は350,000円
*12 神奈川、大阪のみ提供。神奈川は145,000円、大阪は175,000円
*13そのほか、100BASE-FX 100Mbps：15,000円、1000BASE-SX 1Gbps：35,000円、1000BASE-LX 1Gbps：50,000円、100BASE-FX 100Mbps：15,000円、
1000BASE-SX 1Gbps：35,000円、1000BASE-LX 1Gbps：50,000円

*14クラス2は料金が異なる。10Mbpsは57,000円、100Mbpsは150,000円、1Gbpsは1,000,000円

◆その他の広域イーサネットサービス
NTTPCコミュニケーションズ「InfoSphere IP-Metro」

http://ip.sphere.ne.jp/
KDDI「Ether-VPNサービス」

http://www.kddi.com/business/service/network/ether_vpn/

アクセスポイントまでの距離区分
通信事業者 サービス名 広域イーサ品目の一例

アクセス回線
一時費用

基本回線 回線終端 イーサ終端 屋内配線
MA外10km以上 条件／その他

品目の一例 利用料 装置使用料 装置使用料 使用料 MA内 MA外10km
（10kmごと加算額）

クロスウェイブ 広域LANサービス 128kbps DA128 *1 個別対応 46,000円*2 ─ 3,000円 60円 ─ ─ ─
http://www.cwc.co.jp/ 512kbps HSD512 136,000円*2 10,000円 12,000円 2,000円 ─ ─ ─

jp/service/lan.html 512kbps DA1500 *3 167,000円*2 9,500円 12,000円 ─ ─ ─ ─
1.5Mbps DA1500 *3 235,000円*2 9,500円 12,000円 ─ ─ ─ ─
3Mbps ATM3Mbps *4 個別対応 ─ 11,000円 42,000円 ─ 329,000円 349,000円 8,000円
6Mbps ATM6Mbps *4 ─ 11,000円 ─ 463,000円 501,000円 14,000円
12Mbps ATM12Mbps *4 ─ 11,000円 ─ 673,000円 740,000円 21,000円
25Mbps ATM24Mbps *5 ─ 11,000円 ─ 953,000円 1,046,000円 35,000円
45Mbps ATM45Mbps ─ 42,000円 2,000円 1,362,000円 1,481,000円 59,000円
10Mbps イーサアクセス 個別対応 300,000円 － 30,000円 2,000円 ─ ─ ─
100Mbps 方式 700,000円 － ─ ─ ─
10Base-T データセンター終端 個別対応 300,000円 － － － ─ ─ ─

アクセス回線 基本回線 回線終端 イーサ終端 屋内配線 拠点接続料 中継回線料 接続ポート料
通信事業者 サービス名 広域イーサ品目の一例

品目の一例
一時費用

利用料 装置使用料 装置使用料 使用料 （エリア内通信） （エリア外通信） *6
条件／その他

パワードコム Powered Ethernet イーサネット方式 Type S 10Mbps 25,500円*7 99,000円 5,000円 － 2,000円 － － － 最大20ユーザーで共用
http://www.powered （共用タイプ）

com.co.jp/service/ethernet/ イーサネット方式 Type G 1Mbps 25,500円*7 89,000円 5,000円 － 2,000円 － － － P2P型のPowered 
（専用タイプ） 2Mbps 133,000円 Ethernet専用サービス

3Mbps 168,000円 もある
5Mbps 236,000円 アクセス回線にはATM方式

とハウジング方式もある
イーサネット方式 Type G 10Mbps 25,500円*7 200,000円 5,000円 － 2,000円 ─ 300,000円※1 － ※1 同一県内不要
（専用タイプ）特定エリア以外 100Mbps 378,000円 1,122,000円※1
イーサネット方式 Type G 10Mbps 25,500円*7 200,000円 5,000円 － 2,000円 ─ 1）140,000円、 － ※2 2）は同一エリア内　
（専用タイプ）特定エリア 2）160,000円※2 のみの利用では不要

100Mbps 25,500円*7 378,000円 5,000円 － 2,000円 ─ 1）280,000円、 － ※2 2）は同一エリア内　
2）842,000円※2 のみの利用では不要

高速ディジタル方式 128kbps（メタル配線） 15,500円*8 90,000円 1,700円 3,000円 60円 － － －
通常クラス 128kbps（光配線） 25,500円*7 90,000円 6,000円 3,000円 2,000円

512kbps 25,500円*7 130,000円 19,000円 5,000円 2,000円
1.5Mbps 25,500円*7 419,000円 19,000円 5,000円 2,000円

高速ディジタル方式 128kbps（メタル配線） 15,500円*8 46,000円 1,700円 3,000円 60円 － － －
エコノミークラス 128kbps（光配線） 25,500円*7 46,000円 6,000円 3,000円 2,000円

1.5Mbps 25,500円*7 220,000円 9,500円 5,000円 ─
ケーブル・アンド Customer Access 都市内サービス 2Mbps 60,000円*9 ─ 拠点接続料に 拠点接続料に 拠点接続料に 60,000円 ─ 東京一部地域での提供
・ワイヤレスIDC Network 10Mbps ─ 含まれる 含まれる 含まれる 80,000円 ─ 拠点接続料は1年契

高速イーサネット 100Mbps ─ 125,000円 ─ 約の場合の料金
サービス 都市間接続型サービス 128kbps 60,000円 ─ 拠点接続料に 拠点接続料に 拠点接続料に 10,000円 40,000円 150,000円 全国主要都市での提供。

http://www.cw.com/ 512kbps ＋α *10 ─ 含まれる 含まれる 含まれる 30,000円 120,000円 150,000円 都市間接続型の場合、必
jp/ 1.5Mbps ─ 50,000円 200,000円 150,000円 ず1拠点以上の都市内サ

2Mbps ─ 100,000円*11 280,000円 200,000円 ービスの利用が必要
10Mbps ─ 145,000円*11 360,000円 200,000円
50Mbps ─ 145,000円*12 960,000円 400,000円
100Mbps ─ 145,000円*12 1,710,000円 400,000円

NTTコミュニ e-VLAN イーサアクセス 0.5Mbps 1契約：800円、ACCA 80,000円 屋内配線使用 屋内配線使用 10BASE-T 40,000円 50,000円 － クラス1は帯域確保型、ク
ケーションズ http://www.e-vlan. （NTTコムタイプ） 1Mbps 工事料：48,000円、 82,000円 料に含む 料に含む （～10Mbps）： 50,000円 65,000円 － ラス2はベストエフォート型　　

com/ 2Mbps NTT東西基本工事料： 85,000円 5,000円、 55,000円 80,000円 － アクセス回線方式は、イー
5Mbps 4,500円、NTT東西屋内 94,000円 100BASE-TX 70,000円 125,000円 － サネット（電力系NCC）、
10Mbps 配線工事費：3,800円、 105,000円 （10Mbps～）： 90,000円*14 200,000円 － ATM、メガデータネッツ、
100Mbps NTT東西交換機等 240,000円 10,000円*13 400,000円*14 1,200,000円 － STM、メトロ／アーバンイ
1Gbps 工事費：1,000円 850,000円 2,000,000円*14 8,000,000円 － ーサ、屋内接続型がある

DSLアクセス 128kbps DSLタイプ DSLモデム － － DSL40,000円 5,000円 －
（DSL専用タイプのみ提供。 0.5Mbps （上下1Mbps） レンタル料： － － （クラス1）／ 50,000円 －
電話共用タイプは不可） 1Mbps 30,000円 1台500円 － － ADSL20,000円 65,000円 －

2Mbps ／ADSLタイプ － － （クラス2） 80,000円 －
5Mbps （上り1Mbps、 － － 125,000円 －
10Mbps 下り10Mbps） － － 200,000円 －
100Mbps 24,000円 － － 1,200,000円 －
1Gbps － － 8,000,000円 －

日本テレコム Wide-Ether CategoryⅠ 高速ディジタル 128ｋ（DA/E） 33,000円 46,000円 ─ 3,000円 60円 － － － NTT専用線利用の場合
http://www.japan-tele 512kbps 130,000円 19,000円 5,000円 2,000円 － － － ほかにATM、メガデータ

com.co.jp/business/ 1.5M（DA/E） 230,000円 9,500円 5,000円 － － － ネッツ、ディジタルアクセ
wideether/ 6M（DA/E） 460,000円 9,500円 5,000円 － － － ス、ADSLアクセスあり

CategoryⅡ 10Mbps（NTT） 1,000円 80,000円 － － － － － － NTTのメトロ／アーバン
自社および他社（メトロ／ 100Mbps（NTT） 250,000円 － － － － － － イーサ部分は別途料
アーバンイーサ・電力系） 1Gbps（NTT） 2,500,000円 － － － － － － 金がかかる

1Mbps（電力系） 1,000円 50,000円 5,000円 － 2,000円 51,600円※3 － － OMP高速イーサ
2Mbps（電力系） 55,000円 5,000円 － 63,600円※3 － － ※3 特定接続回線料～
5Mbps（電力系） 70,000円 5,000円 － 129,600円※3 － － 15kmの場合
10Mbps（電力系） 80,000円 5,000円 － 272,400円※3 － －
100Mbps（電力系） 250,000円 5,000円 － 360,000円※3 － －
1Gbps（電力系） 2,500,000円 60,000円 1,365,600円※3 － －

CategoryⅡ Etherアクセス 10Mbps 76,000円 92,000円 － 4,000円 － － － － JT独自でのアクセス
100Mbps 76,000円 132,000円 － 4,000円 － － － － 回線
1Gbps 76,000円 452,000円 － 40,000円 － － －

【 I n f r a s t r u c t u r e  C a t a l o g 】
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インターネットの値段
［特集1］中小企業向け

Infrastructure 
Catalog

主な専用線サービス

一時費用（工事費） 基本回線使用料（距離区分）
アクセス回線 施設設置 屋内配線 回線終端

回線終端
屋内配線通信事業者 サービス名

品目の一例
保守タイプ

負担金（1引込 基本工事費 工事費 装置等工事費 15kmまで 30kmまで 40kmまで 50kmまで 60kmまで 70kmまで 80kmまで 90kmまで 90km以上
装置

使用料
線ごと）*1 （1工事ごと）（1配線ごと） （DSU1台ごと）*2

使用料*3

NTT東西 ディジタルアクセス64・128・1500 64kbps タイプ1 72,000円 4,500円 3,800円 3,500円 28,000円 42,000円 44,000円 45,000円 47,000円 49,000円 50,000円 52,000円 54,000円 1,700円 60円
（県内） ・6000 タイプ2 31,000円 45,000円 47,000円 48,000円 50,000円 52,000円 53,000円 55,000円 57,000円

（DA64・128・1500・6000） 128kbps タイプ1 72,000円 4,500円 3,800円 3,500円 38,000円 64,000円 70,000円 73,000円 76,000円 79,000円 82,000円 86,000円 89,000円 1,700円 60円
http://www.ntt-east.co.jp/ タイプ2 41,000円 67,000円 73,000円 76,000円 80,000円 83,000円 86,000円 90,000円 93,000円

senyo/digital/ 1.5Mbps タイプ1 1,000円 4,500円 8,000円 8,500円 152,000円 342,000円 343,000円 366,000円 388,000円 411,000円 434,000円 457,000円 479,000円 9,500円 －
http://www.ntt-west.co.jp/ タイプ2 （回線設備工事費） 162,000円 352,000円 359,000円 383,000円 407,000円 431,000円 455,000円 479,000円 502,000円

senyo/service/ 6Mbps タイプ1 1,000円 4,500円 8,000円 8,500円 376,000円 752,000円 877,000円 938,000円 998,000円 1,057,000円 1,117,000円 1,177,000円 1,236,000円 9,500円 －
タイプ2 （回線設備工事費） 395,000円 791,000円 921,000円 986,000円 1,048,000円 1111,000円 1173,000円 1,236,000円 1,298,000円

ハイ・スーパーディジタル（HSD） 64kbps 72,000円 4,500円 3,800円 3,500円 77,000円 113,000円 129,000円 132,000円 134,000円 136,000円 138,000円 139,000円 140,000円 1,700円 60円
http://www.ntt-east.co.jp/ 128kbps 90,000円 142,000円 149,000円 154,000円 158,000円 162,000円 165,000円 168,000円 171,000円

senyo/digital/ 256kbps 102,000円 4,500円 8,000円 8,500円 168,000円 251,000円 294,000円 310,000円 337,000円 359,000円 372,000円 382,000円 391,000円 19,000円 2,000円
http://www.ntt-west.co.jp/ 512kbps 213,000円 362,000円 410,000円 425,000円 457,000円 473,000円 488,000円 499,000円 509,000円

senyo/service/ 1Mbps 284,000円 541,000円 593,000円 630,000円 667,000円 693,000円 719,000円 746,000円 767,000円
1.5Mbps 319,000円 618,000円 685,000円 736,000円 778,000円 819,000円 850,000円 881,000円 912,000円
3Mbps 102,000円 4,500円 8,000円 8,500円 515,000円 1,082,000円 1,197,000円 1,292,000円 1,376,000円 1,439,000円 1,502,000円 1,544,000円 1,596,000円 21,000円 2,000円
6Mbps 709,000円 1,586,000円 1,785,000円 1,932,000円 2,048,000円 2,163,000円 2,247,000円 2,342,000円 2,415,000円

NTTコミュニ ディジタル専用サービス（県内） 64kbps 72,000円 4,500円～ 1,200円～*4 3,500円 70,000円 73,000円 76,000円 78,000円 79,000円 80,000円 81,000円 82,000円 83,000円～ 1,700円 60円
ケーションズ http://www.ntt.com/dnws/d/ 128kbps 80,000円 100,000円 120,000円 123,000円 126,000円 128,000円 130,000円 132,000円 134,000円～

256kbps 102,000円 4,500円～ 1,200円～*4 8,500円 200,000円 307,000円 366,000円 376,000円 384,000円 392,000円 399,000円 404,000円 410,000円～ 19,000円 2,000円
512kbps 232,000円 405,000円 440,000円 459,000円 476,000円 491,000円 504,000円 515,000円 526,000円～
1Mbps 298,000円 513,000円 561,000円 586,000円 608,000円 628,000円 646,000円 663,000円 679,000円～
1.5Mbps 337,000円 553,000円 610,000円 632,000円 652,000円 670,000円 687,000円 704,000円 721,000円～
3Mbps 102,000円 4,500円～ 1,200円～*4 8,500円 532,000円 1,120,000円 1,240,000円 1,340,000円 1,420,000円 1,490,000円 1,550,000円 1,600,000円 1,650,000円～ 21,000円 2,000円
6Mbps 732,000円 1,650,000円 1,850,000円 2,000,000円 2,120,000円 2,240,000円 2,330,000円 2,420,000円 2,500,000円～

ディジタルリーチサービス（県間）*5 64 タイプ1 72,000円 4,500円～ 1,200円～*4 3,500円 28,000円 42,000円 47,000円 48,000円 48,500円 49,000円 50,000円 51,000円 52,000円～ 1,700円 60円
http://www.ntt.com/dnws/dr/ （バリュークラス） タイプ2 31,000円 45,000円 53,000円 54,000円 55,000円 56,000円 56,500円 57,000円 58,000円～

64（シンプル） タイプ1 72,000円 4,500円～ 1,200円～*4 3,500円 － － 45,000円 45,500円 46,000円 46,500円 47,000円 47,500円 48,000円～ 1,700円 60円
タイプ2 － － 51,500円 52,000円 52,500円 53,000円 53,500円 54,000円 54,500円～

128 タイプ1 72,000円 4,500円～ 1,200円～*4 3,500円 38,000円 64,000円 77,000円 79,000円 80,000円 82,000円 83,000円 85,000円 87,000円～ 1,700円 60円
（バリュークラス） タイプ2 41,000円 67,000円 84,000円 86,000円 87,000円 89,000円 90,000円 92,000円 94,000円～
128（シンプル） タイプ1 72,000円 4,500円～ 1,200円～*4 3,500円 － － 74,000円 75,000円 76,000円 77,000円 78,000円 79,000円 79,500円～ 1,700円 60円

タイプ2 － － 81,000円 82,000円 83,000円 84,000円 84,500円 85,000円 86,000円～
1500（バリュー タイプ1 － 4,500円～ 1,200円～*4 8,500円 152,000円 342,000円 468,000円 484,000円 499,000円 515,000円 531,000円 547,000円 563,000円～ 9,500円 －
クラス）*6 タイプ2 162,000円 352,000円 495,000円 512,000円 529,000円 546,000円 562,000円 579,000円 596,000円～
1500（シンプル） タイプ1 － 4,500円～ 1,200円～*4 8,500円 － － 435,000円 444,000円 453,000円 463,000円 472,000円 481,000円 490,000円～ 9,500円 －
*6 タイプ2 － － 461,000円 471,000円 481,000円 490,000円 500,000円 510,000円 520,000円～
6000（バリュー タイプ1 － 4,500円～ 1,200円～*4 8,500円 670,000円 1,210,000円 1,360,000円 1,470,000円 1,560,000円 1,650,000円 1,720,000円 1,790,000円 1,850,000円～ 9,500円 －
クラス）*6 タイプ2 700,000円 1,240,000円 1,390,000円 1,500,000円 1,590,000円 1,680,000円 1,750,000円 1,820,000円 1,880,000円～
6000（シンプル） タイプ1 － 4,500円～ 1,200円～*4 8,500円 － － 1,310,000円 1,400,000円 1,460,000円 1,530,000円 1,570,000円 1,620,000円 1,660,000円～ 9,500円 －
*6 タイプ2 － － 1,340,000円 1,430,000円 1,490,000円 1,560,000円 1,600,000円 1,650,000円 1,690,000円～

主なATMサービス

ネットワーク区間基本回線料（距離区分） アクセス区間基ネットワーク
保守 一時費用 本回線使用料

回線終端
屋内配線通信事業者 サービス名 品目の一例 区間のサー

タイプ （工事費）*2 15kmまで 30kmまで 40kmまで 50kmまで 60kmまで 70kmまで 80kmまで 90kmまで 90km以上 （1芯式ONU利用/
装置使

使用料ビスクラス
2芯式DSU利用）

用料

NTT東西 ATMシェアリンクサービス *1 最高速度（PCR）1Mbps シングル タイプ1 27,100円～ 6,600円 24,800円 28,680円 32,400円 34,880円 37,280円 38,680円 41,000円 42,240円 61,000円*3 *5 ─
（県内） http://www.ntt-east.co.jp/senyo/ 保証速度（MCR）200kbps タイプ2 6,980円 26,120円 30,920円 34,720円 37,280円 39,680円 41,080円 42,400円 44,720円 65,000円*4 2,000円

atm/ デュアル タイプ2 27,100円～ 11,000円 44,800円 50,600円 58,200円 62,000円 65,800円 69,600円 72,080円 74,400円 65,000円*4 *5 2,000円
http://www.ntt-west.co.jp/senyo/ 最高速度（PCR）1Mbps シングル タイプ1 27,100円～ 23,750円 64,000円 72,550円 80,000円 85,300円 89,550円 92,800円 96,000円 99,150円 61,000円*3 *5 ─

service/ 保証速度（MCR）500kbps タイプ2 25,800円 67,200円 76,700円 84,200円 90,550円 94,800円 98,050円 101,250円 104,450円 65,000円*4 2,000円
デュアル タイプ2 27,100円～ 40,250円 111,500円 127,000円 141,000円 149,500円 158,000円 164,500円 169,800円 175,000円 65,000円*4 *5 2,000円

最高速度（PCR）2Mbps シングル タイプ1 27,100円～ 8,500円 30,560円 35,220円 39,760円 42,680円 45,500円 47,320円 49,960円 51,420円 61,000円*3 *5 ─
保証速度（MCR）200kbps タイプ2 8,980円 32,200円 37,840円 42,480円 45,580円 48,400円 50,220円 51,860円 54,420円 65,000円*4 2,000円

デュアル タイプ2 27,100円～ 14,220円 55,000円 61,800円 71,400円 75,880円 80,440円 84,920円 87,600円 90,800円 65,000円*4 *5 2,000円
最高速度（PCR）2Mbps シングル タイプ1 27,100円～ 25,500円 69,850円 79,300円 87,600円 93,400円 98,100円 101,800円 105,350円 108,750円 61,000円*3 *5 ─
保証速度（MCR）500kbps タイプ2 27,650円 73,400円 83,800円 92,200円 99,150円 103,850円 107,550円 111,100円 114,600円 65,000円*4 2,000円

デュアル タイプ2 27,100円～ 43,200円 122,000円 138,500円 154,500円 163,800円 173,150円 180,450円 186,100円 192,000円 65,000円*4 *5 2,000円
最高速度（PCR）10Mbps シングル タイプ1 27,100円～ 218,500円 539,000円 609,100円 670,000円 712,600円 747,100円 776,600円 802,000円 825,300円 61,000円*3 *5 ─
保証速度（MCR）9Mbps タイプ2 229,600円 569,400円 642,400円 707,400円 752,100円 788,600円 819,100円 845,500円 869,900円 65,000円*4 2,000円

デュアル タイプ2 27,100円～ 362,500円 937,000円 1,061,000円 1,172,000円 1,248,000円 1,310,000円 1,363,000円 1,408,600円 1,449,000円 65,000円*4 *5 2,000円
ATMメガリンクサービス *7 0.5Mbps シングル タイプ1 27,100円～ 32,000円 86,000円 98,000円 109,000円 116,000円 122,000円 127,000円 132,000円 136,000円～ 61,000円*3 *5 ─

http://www.ntt-east.co.jp/senyo/ タイプ2 34,000円 91,000円 104,000円 115,000円 123,000円 129,000円 135,000円 139,000円 144,000円～ 65,000円*4 2,000円
atm/ エクストラ タイプ1 27,100円～ 33,000円 88,000円 101,000円 112,000円 119,000円 125,000円 131,000円 135,000円 139,000円～ 61,000円*3 *5 ─

http://www.ntt-west.co.jp/senyo/ タイプ2 35,000円 94,000円 107,000円 118,000円 126,000円 133,000円 138,000円 143,000円 148,000円～ 65,000円*4 2,000円
service/ デュアル*6 タイプ2 27,100円～ 53,000円 150,000円 172,000円 191,000円 204,000円 215,000円 224,000円 233,000円 240,000円～ 65,000円*4 *5 2,000円

2Mbps シングル タイプ1 27,100円～ 114,000円 301,000円 343,000円 380,000円 405,000円 426,000円 443,000円 458,000円 471,000円～ 61,000円*3 *5 ─
タイプ2 120,000円 318,000円 363,000円 402,000円 429,000円 451,000円 469,000円 485,000円 499,000円～ 65,000円*4 2,000円

エクストラ タイプ1 27,100円～ 121,000円 319,000円 364,000円 403,000円 430,000円 452,000円 471,000円 488,000円 503,000円～ 61,000円*3 *5 ─
タイプ2 127,000円 337,000円 385,000円 426,000円 456,000円 479,000円 499,000円 517,000円 532,000円～ 65,000円*4 2,000円

デュアル*6 タイプ2 27,100円～ 187,000円 525,000円 601,000円 667,000円 713,000円 750,000円 781,000円 808,000円 833,000円～ 65,000円*4 *5 2,000円
5Mbps シングル タイプ1 27,100円～ 215,000円 563,000円 641,000円 710,000円 758,000円 796,000円 829,000円 858,000円 884,000円～ 61,000円*3 *5 ─

タイプ2 226,000円 595,000円 678,000円 752,000円 803,000円 843,000円 878,000円 909,000円 936,000円～ 65,000円*4 2,000円
エクストラ タイプ1 27,100円～ 263,000円 687,000円 781,000円 864,000円 921,000円 966,000円 1,004,000円 1,038,000円 1,068,000円～ 61,000円*3 *5 ─

タイプ2 277,000円 726,000円 827,000円 914,000円 975,000円 1,023,000円 1,064,000円 1,099,000円 1,131,000円～ 65,000円*4 2,000円
デュアル*6 タイプ2 27,100円～ 352,000円 979,000円 1,121,000円 1,246,000円 1,333,000円 1,403,000円 1,463,000円 1,515,000円 1,562,000円～ 65,000円*4 *5 2,000円

50Mbps シングル タイプ1 27,100円～ 531,000円 1,490,000円 1,724,000円 1,939,000円 2,096,000円 2,229,000円 2,346,000円 2,454,000円 2,554,000円～ 61,000円*3 *5 ─
タイプ2 559,000円 1,576,000円 1,825,000円 2,053,000円 2,220,000円 2,361,000円 2,486,000円 2,599,000円 2,705,000円～ 65,000円*4 2,000円

エクストラ タイプ1 27,100円～ 692,000円 1,871,000円 2,152,000円 2,406,000円 2,589,000円 2,742,000円 2,875,000円 2,996,000円 3,107,000円～ 61,000円*3 *5 ─
タイプ2 727,000円 1,979,000円 2,277,000円 2,547,000円 2,742,000円 2,903,000円 3,045,000円 3,173,000円 3,291,000円～ 65,000円*4 2,000円

デュアル*6 タイプ2 27,100円～ 870,000円 2,596,000円 3,021,000円 3,409,000円 3,695,000円 3,935,000円 4,148,000円 4,342,000円 4,523,000円～ 65,000円*4 *5 2,000円
NTTコミュニ ATMメガリンクサービス *7 0.5Mbps デュアル タイプ2 27,100円～ 53,000円 130,000円 139,000円 153,000円 164,000円 172,000円 180,000円 185,000円 192,000円～ 65,000円*4 *5 2,000円
ケーションズ http://www.ntt.com/dnws/atm-m/ 2Mbps デュアル タイプ2 27,100円～ 187,000円 454,000円 484,000円 536,000円 572,000円 601,000円 625,000円 647,000円 685,000円～ 65,000円*4 *5 2,000円

5Mbps デュアル タイプ2 27,100円～ 352,000円 850,000円 904,000円 1,033,000円 1,071,000円 1,124,000円 1,171,000円 1,212,000円 1,248,000円～ 65,000円*4 *5 2,000円
46～50Mbps シングル タイプ1 27,100円～ 504,000円 1,412,000円 1,631,000円 1,821,000円 1,893,000円 1,949,000円 2,002,000円 2,048,000円 2,087,000円～ 61,000円*3 *5 ─

タイプ2 533,000円 1,492,000円 1,729,000円 1,930,000円 2,006,000円 2,065,000円 2,120,000円 2,169,000円 2,211,000円～ 65,000円*4 2,000円
エクストラ タイプ1 27,100円～ 658,000円 1,773,000円 2,041,000円 2,266,000円 2,341,000円 2,403,000円 2,456,000円 2,501,000円 2,543,000円～ 61,000円*3 *5 ─

タイプ2 690,000円 1,876,000円 2,158,000円 2,397,000円 2,479,000円 2,543,000円 2,602,000円 2,649,000円 2,694,000円～ 65,000円*4 2,000円
デュアル タイプ2 27,100円～ 825,000円 2,131,000円 2,305,000円 2,574,000円 2,673,000円 2,755,000円 2,826,000円 2,888,000円 2,945,000円～ 65,000円*4 *5 2,000円

※ 保守タイプ1は故障受付24時間365日だが、修理は営業所のみ（営業時間内）。タイプ2は故障受付・修理ともに24時間365日対応
※ 1引込線ごとに、HSD-64kbps・128kbpsは70円、HSD-192kbps～6Mbpsは2,000円を減額した額が基本回線使用料。月額料金は、基本回線使用料＋屋内配線使用料＋4線式加算額（1引込線ごと）2,500円＋回線終端装置使
用料

*1 施設設置負担金を支払わない場合、回線接続等工事費が1引込線ごとに1,000円かかる
*2 ユーザー所有のDSU利用時は不要
*3 DA64・128でユーザー設置または買上げ利用時は不要。また、ONUはレンタルのみ
*4 既設配線を利用しない場合は、ケーブル配線以外の配線が1配線3,800円、ケーブル配線が1配線1,200円。既設配線を利用する場合は、ケーブル配線以外の配線が1配線1,200円、ケーブル配線が1配線3,900円
*5 バリュークラスは中継区間が二重化されていて、シンプルクラスは二重化されていない
*6 ディジタルリーチ1500・6000を利用の場合、基本回線専用料に屋内配線相当額部分を含む

※月額料金は、ネットワーク区間基本回線料＋アクセス区間回線使用料（2か所分）＋屋内配線使用料＋回線終端装置使用料＋オプション料金
※保守タイプ1は故障受付24時間365日だが、修理は営業所のみ（営業時間内）。タイプ2は故障受付・修理ともに24時間365日対応
*1 ネットワーク区間のサービスクラスは最高速度（PCR）1Mbps～10Mbpsまで用意され、保証速度（MCR）200kbps～9Mbpsの間で料金が設定されている。なお、価格は片方向分
*2 一時費用（工事費）は、回線接続等工事費（1引込線ごと）1,000円＋基本工事費（1工事ごと）4,500円～＋屋内配線工事費（1配線ごと）8,000円＋回線終端装置等工事費。（回線終端装置にONUまたはDSUを使う場合の工事費は
1台13,600円。集合ONUは本体装置1台につき4ポート利用でき、基本額（1台ごとに）28,000円で1台増えるごとに11,000円加算される）

*3 1芯式ONUを利用した場合の料金。2芯式DSUの場合は、1引込線ごとに125,000円かかる
*4 1芯式ONUを利用した場合の料金。2芯式DSUの場合は、1引込線ごとに133,000円かかる
*5 1台ごとの料金。ONU使用の場合、端末インターフェイスがメタル（25Mbps）で11,000円、同軸（45Mbps）が20,000円、光（150Mbps）が33,000円または29,000円。集合ONU利用の場合は26,000円～40,000円かかる。DSUの
場合は、光（150Mbps）で42,000円か38,000円かかる

*6 デュアルクラスにはネットワーク区間0kmのものもある
*7 ネットワーク区間のサービスクラスは0.5Mbps、1Mbps～135Mbps、600Mbpsが用意されている。0.5Mbps、2Mbps、5Mbpsのシングルクラス、エクストラクラスは160kmまでNTT東西と同額になる
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